
いよぉっ！ 待ってました！　
名演・子供歌舞伎に拍手喝采

さ い

10月７日からの３日間、米原で湯谷神社の秋の例祭
が行われ、豪華絢爛

けんらん

な曳山まつり・子供歌舞伎が奉納
されました。
３基ある曳山のうち、今年の出番山は旭山

あさひやま

組・松翁
しょうおう

山
ざん

組の２組です。子どもたちはあでやかな歌舞伎衣装
に身を包み、厳しい稽

けい

古
こ

の成果を堂々と披露しました。
８日には、区画整理に伴い移築工事を行っていた

寿山
じゅざん

組の山倉の完成記念式典も行われ、祭囃
ばや

子
し

が町中
に響きわたるにぎやかな秋の休日となりました。
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米
原
市
で
は
、
昭
和
56
年
に
開
催
さ
れ
た
「
び
わ
こ
国
体
」
の
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会
場
の
受
け
入
れ

を
機
に
、
伊
吹
地
域
を
中
心
に
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
へ
の
熱
心
な
取
り
組
み
が
拡
が
り
、
こ
れ
ま
で
か
ら

日
本
を
代
表
す
る
多
く
の
選
手
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

今
月
は
、
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
ド
イ
ツ
（
男
子
）、
ス
ペ
イ
ン
（
女
子
）
で
開
催
さ
れ
た
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
日
本
代
表
選
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
米
原
市
出
身
の
３
人
の
ア
ス
リ
ー
ト
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

西村
に し む ら

泰昭
や す あ き

選手（23）FW

名古屋フラーテル所属
伊吹山中―伊吹高―天理大
2005 東アジア競技大会
2006 ワールドカップ予選
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山堀
や ま ほ り

貴彦
た か ひ こ

選手（32）FW

名古屋フラーテル所属
伊吹山中―長浜北高―天理大
2004 アテネ五輪予選
2005 東アジア競技大会
2006 ワールドカップ予選

男子　９位　
試合会場　ドイツ・メーヘングラッドバッハ
●9／ 7 日本VSパキスタン　　　　0－4
●9／10 日本VSニュージーランド　0－1
●9／11 日本VSオーストラリア　　1－3
○9／12 日本VSアルゼンチン　　　4－3
●9／13 日本VSスペイン　　　　　2－4
○9／16 日本VS南アフリカ　　　　5－2
○9／17 日本VSアルゼンチン　　　2－1

女子　５位　　
試合会場　スペイン・マドリード
●9／27 日本VS韓国　　　　　　　1－2
●9／29 日本VSアルゼンチン　　　2－3
－9／30 日本VSアメリカ　　　　　0－0
－10／2 日本VSオーストラリア　　0－0
○10／4 日本VS南アフリカ　　　　3－0
○10／6 日本VSイギリス　　　　　2－0
○10／7 日本VSアメリカ　　　　　1－0
女子は史上初の大会５位を獲得！

Ｗ杯　試合結果　　＊日付は日本時間

木
き

村
む ら

千恵
ち え

選手（26）MF

ソニー一宮所属
伊吹山中－岐阜女子商
2004 アテネ五輪（アテネ8位）
2005 東アジア競技大会
2006 ワールドカップ予選

世
界
を
舞
台
に
活
躍
さ
れ
た
３
人
の
選
手
は
、
私
た

ち
市
民
に
夢
と
希
望
、
そ
し
て
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。
北
京
五
輪
出
場
の
夢
に
向
け
、
市
民
の
み
ん
な

で
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
ょ
う
！
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国
を
あ
げ
て
の
課
題
で
あ
る

少
子
化
問
題
は
、
米
原
市
に
お

い
て
も
深
刻
な
課
題
で
す
。

ま
た
、
少
子
化
に
加
え
て
、

核
家
族
化
や
情
報
化
な
ど
の
社

会
的
変
化
を
受
け
、
私
た
ち
の

生
活
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
ま

し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な

人
と
か
か
わ
る
機
会
や
、
外
で

体
を
動
か
し
て
遊
ぶ
こ
と
が
少

な
く
な
り
、
す
こ
や
か
な
育
ち

に
影
響
を
及
ぼ
す
不
安
要
素
も

出
て
き
て
い
ま
す
。

一
方
、
子
育
て
中
の
保
護
者

も
様
々
な
情
報
が
氾
濫
す
る
中

で
、
子
育
て
へ
の
不
安
を
抱
く

こ
と
が
増
え
、
子
育
て
環
境
の

充
実
は
地
域
全
体
の
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

米
原
市
の
子
ど
も
を

取
り
巻
く
状
況
と

保
育
・
教
育
に
お
け
る
課
題

保
育
園
・
幼
稚
園
の
状
況
か
ら

市
内
の
園
に
お
け
る
在
籍
状
況
な
ど
か
ら
み
る

と
、
保
育
園
を
希
望
す
る
家
庭
が
増
加
す
る
傾
向
に

あ
り
、
乳
児
保
育
へ
の
希
望
も
増
え
て
い
ま
す
。

共
働
き
世
帯
の
増
加
や
女
性
の
社
会
進
出
、
男
女

共
同
参
画
意
識
の
高
ま
り
な
ど
子
育
て
家
庭
の
生
活

パ
タ
ー
ン
に
応
じ
た
保
育
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
る
実
態
が
う
か
が
え
ま
す
。

現
在
、
市
内
の
４
歳
児
・
５
歳
児
は
ほ
ぼ
全
員
が

幼
稚
園
か
保
育
園
の
い
ず
れ
か
に
入
園
し
て
い
ま
す

が
、
保
護
者
か
ら
園
に
届
け
ら
れ
る
声
に
は
「
き
ょ

う
だ
い
が
い
な
い
」「
近
所
に
子
ど
も
が
い
な
い
」

な
ど
子
ど
も
の
集
団
生
活
へ
の
適
応
に
対
す
る
不
安

か
ら
幼
稚
園
に
お
け
る
３
歳
児
保
育
の
実
施
に
つ
い

て
の
要
望
が
強
く
、
幼
稚
園
で
の
３
歳
児
保
育
を
実

施
す
る
施
設
の
拡
大
（
＊
）

や
、
働
き
な
が
ら
子
育
て

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と
し
て
乳
児
保
育
の
充
実
な

ど
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
育
児
不
安
な
ど
に
起
因
す
る
児
童
虐

ぎ
ゃ
く

待
な
ど
の
問
題
も
よ
そ
ご
と
で
は
な
く
、
身
近
な
地

域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
機
能
や
役
割
の
充
実
も

緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

＊
現
在
、
市
内
で
は
い
ぶ
き
幼
稚
園
の
み
３
歳
児
保
育
を
実
施



幼
稚
園
と
保
育
園
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●
保
育
内
容
の
一
元
化
を
す
す
め
ま
す

保
護
者
の
就
労
状
態
な
ど
に
か
か
わ
ら

ず
、
子
ど
も
た
ち
が
多
く
の
仲
間
と
の
か

か
わ
り
の
中
で
様
々
な
学
び
が
で
き
る
よ

う
に
、
適
正
な
集
団
を
構
成
し
ま
す
。

幼
稚
園
に
お
け
る
保
育
に
欠
け
な
い
３

歳
児
の
受
け
入
れ
や
、
保
育
園
に
お
け
る

乳
児
保
育
の
充
実
を
図
り
、
幼
稚
園
に
お

い
て
も
保
育
園
に
お
い
て
も
、
０
歳
児
か

ら
５
歳
児
ま
で
の
子
ど
も
の
育
ち
を
一
貫

し
て
支
え
る
視
点
を
大
切
に
し
た
保
育
・

教
育
を
実
施
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
園
に
お
け
る
生
活
だ
け
で
な

く
、
家
庭
に
お
け
る
生
活
も
含
め
た「
養

護
」と「
教
育
」の
両
方
を
大
切
に
し
た
子

育
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
各
園
で
の
子
育
て
支
援
機
能
を
強
化
し

ま
す

市
内
の
す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
を
対
象

に
子
育
て
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

・
未
就
園
児
親
子
を
対
象
に
し
た
交
流
の

場
や
子
育
て
情
報
の
提
供
・
子
育
て
相

談
な
ど
の
充
実

・
幼
稚
園
長
期
休
業
中
の
園
開
放
に
よ
る

子
育
て
支
援
の
充
実

●
保
育
内
容
の
一
元
化
と
子
育
て
支
援
機

能
の
強
化
を
図
る
た
め
、
施
設
の
一
体

化
を
す
す
め
ま
す

幼
保
一
体
化
施
設
と
は
…

幼
稚
園
と
保
育
園
の
両
方
の
機
能

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

３
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
短
時

部
の
子
ど
も
た
ち
と
、
０
歳
児
か
ら

５
歳
児
ま
で
の
長
時
部
の
子
ど
も
た

ち
が
一
緒
に
生
活
す
る
新
し
い
ス
タ

イ
ル
の
保
育
施
設
で
す
。

幼
稚
園
と
は
？

幼
児
期
に
お
け
る
基
本
的
な
生
活

習
慣
な
ら
び
に
社
会
規
範
、
集
団
生

活
の
ル
ー
ル
を
身
に
つ
け
、
豊
か
な

心
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
教
育
施
設
で
す
。

な
お
、
幼
稚
園
は
特
別
な
理
由
が

な
い
限
り
、
規
則
に
定
め
ら
れ
た
居

住
地
の
小
学
校
区
に
あ
る
園
に
入
園

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
育
園
と
は
？

保
護
者
の
就
労
等
の
事
情
に
よ
り

家
庭
で
養
育
で
き
な
い
場
合
に
、
保

護
者
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
保
育
に

欠
け
る
乳
幼
児
を
預
か
り
、
集
団
生

活
を
通
じ
て
心
身
と
も
に
す
こ
や
か

な
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
児
童
福
祉
施
設
で
す
。

な
お
、
保
育
園
は
居
住
地
の
市
町

村
内
施
設
に
限
ら
ず
、
ど
の
園
で
も

選
ん
で
入
園
を
希
望
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

課
題
の
解
決
に
向
け
た

米
原
市
で
の
取
り
組
み
は

幼
稚
園
と
保
育
園

そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
の
よ
さ
を

活
か
し
た
幼
保
一
元
化
を
推
進

『認定こども園』の制度って!?
幼稚園と保育所の良いところを活かし、その両方の機能を果たす「幼保一元化施設」を創る

「就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律」が平成18年10月１日から施行さ
れました。
これは、幼稚園や保育所等における小学校就学前の子どもに関する教育・保育・子育て支援の総合的な提供を推
進するため、新たな制度化を検討してまとめられた法律で、これに基づく、文部科学省所管の幼稚園と厚生労働省
所管の保育所の機能を一元化した施設が「認定こども園」と呼ばれるものです。
「認定こども園」は、幼稚園でも保育所でもない、全く別の第三の施設として設けるものではなく、幼稚園と保育
所が持っている機能に着目して、それぞれにはない機能を付加することによって認定を受けることができ、市がす
すめる幼保一体化施設も、この「認定こども園」としての認定を目指しています。
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これまでの懇談会や、パブリックコメントの募集などでいただいたご質問やご意見のうち、多かった
ものについて、一部を「Ｑ＆Ａ」形式で紹介します。

●短時部…これまでの幼稚園に同じです。各園で指

定された通学区域に居住する３～５歳

のお子さんが入園できます。

●長時部…これまでの保育園に同じです。０～５歳

の保育に欠けるお子さんが入園できま

す。

＊短時部（幼稚園）の子どもたちは今までどおり、

８時30分から９時までの間に登園し、14時に降

園します。

＊長時部（保育園）の子どもたちも今までどおり、

短時部の子どもたちと同じ時間に登園し、16時

30分に降園します。また、早朝および長時間保

育も行います。

＊３歳児から５歳児までの短時部と長時部の子ども

たちは、年齢別に同じ学級の中で生活します。

14時以降は、長時部の子どもたちだけで、家庭

的な雰囲気の中で異年齢児のかかわりなどを大

切にしながら、生活します。

＊短時部は長期休業になりますが、長時部は通常ど

おりの保育を行います。

＊長期休業中は子育て支援を充実しようと考えてい

ます。短時部の子どもたちや未就園児の親子が

参加できるような園開放も計画します。

何らかの理由で、急に保育時間以降の保育を希望

される場合は、長時間保育の時間内で、できる限り

ご希望に応じます。

短時部の子どもたちは、従来の幼稚園のように、

暴風警報等が発令された場合、教育委員会と相談の

上、臨時休園にする場合があります。

長時部の子どもたちは、基本的には保育を行いま

すが、登降園時の安全等に十分配慮して送迎してい

ただくとともに、家庭での保育ができればお願いし

ます。

保育園には通園区域の決まりがなく、希望する園

への入園が可能ですので、従来どおり一体化施設の

長時部に入園できます。

市内のどの園においても、同じ保育を提供するこ

とができるように、幼稚園教育要領や保育所保育指

針に基づいて「教育」と「養護」の視点を大切にし

た「米原市保育の指針」と「年齢別指導計画」を今

年度中に作成し、平成19年度から運用する予定で

す。さらに、各園では、地域の特性や保護者・子ど

もの実態等を踏まえて、市の指針をもとに保育目標

を掲げ、保育を行います。

短時部・長時部には
だれが入園できるの？

夏休み中の保育はどうなりますか？
Ｑ６．保育内容はどうなるの？

急にいつもの時間に迎えに
行けなくなった場合の対応は？

台風や大雪のときの
保育はどうなりますか？

長時部には他地域からも
入園できますか？

Ｑ
１

Ｑ１．子どもはどのように生活するの？Ｑ
２

Ｑ
５

Ｑ
６

Ｑ
７

Ｑ
４

Ｑ
３
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開催日を土曜日や日曜日にするなど様々な工夫

をしながら、多くの方が参加しやすい方法を考え

ていきます。

「児童福祉施設最低基準」や「幼稚園設置基準」

に基づいて、職員配置を行います。新しい施設に

は、従来どおり学級担任を置きますが、職員がロ

ーテーションを組みながら保育や教育が充実でき

る新しい体制を作っていきます。

保育園保育料との整合性を図りながら保育料を

値上げします。

なお、現在の幼稚園での減免制度に加えて、保

育園で、すでに実施中の「第３子減免制度」を幼

稚園保育料でも適用しようと考えています。

現在、幼稚園に同時に２人以上在園している場

合に限り、第２子以降の保育料について半額の減

免措置を行っています。それに加えて、第３子減

免制度は、同一世帯において18歳未満のお子さん

が３人以上おられる場合に、３人目以降の保育料

を20％減免するというものです。

０歳児から２歳児までの給食は、園の調理室で

調理します。３歳児から５歳児の給食は、給食セ

ンターで調理する予定です。

また、長時部の子どもたちのおやつは、園で調

理します。

新しい一体化施設では幼稚園と保育園のそれぞ

れの機能は残りますが、総称として新しい名前を

つけます。現在、新しい名前を検討しています。

給食はどうなりますか？

先生の数は少なくなって
しまうのですか？

第３子減免制度とは
どういう内容ですか？

Ｑ
11

Ｑ
12

園名はどうなりますか？
Ｑ
13

Ｑ
９

幼稚園保育料は値上げになるの？
Ｑ
10

保育参加や行事などの開催は
どのようにしますか？

Ｑ
８

その他、ご不明な点は８ページに掲載の説明会へご出席いただくか、下記までお気軽にお問い合わせください。

平成19年度から一体化施設に！
～いぶき幼稚園・いぶき保育園～

■幼保一元化に向けた今後のスケジュールについて（案）
平成20年度以降、順次、幼保の一体化施設への移行を検討しています。

米原市における就学前保育・教育の改善充実を図るため、平成19年
４月から、いぶき幼稚園といぶき保育園を統合し、幼保一体化施設とし
て開園します。幼保一体化施設は、現在のいぶき幼稚園で実施する予定
で、２つの園を合わせた園名を検討中です。

お問い合わせ　健康福祉部　次世代支援対策室（山東庁舎） 1５５－８１０４　5５５－４０４０

米原地域

近江地域

山東地域

●米原西保育園と米原中保育園を統合して一体化施設として開園
●米原幼稚園で３歳児保育開始 → 一体化施設として開園
●醒井幼稚園で３歳児保育開始 → 息郷保育園と醒井幼稚園を統合した新一体化施設として開園
●民間保育園が幼保一体化施設として開園
●ふたば幼稚園で３歳児保育開始
→ 近江ひがし保育園とふたば幼稚園を統合して一体化施設として開園
●近江にし保育園を一体化施設として開園
●山東幼稚園で３歳児保育開始 → 一体化施設として開園
●民間保育園が幼保一体化施設として開園

いぶき幼稚園
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平成19年度保育園・幼稚園

入園申込の受付がはじまります
乳幼児期は、生涯にわたる人間形成の基礎を培う大切な時期です。保育園・幼稚園では、家庭と連携を図り

ながら、日々の生活を通して、子どもたちに生きる力の基礎を育成していきます。
来年度の保育園・幼稚園の入園申込に関する手続きについてお知らせします。

・３歳児・・・平成15年４月２日～平成16年４月１日までに生まれた幼児
・４歳児・・・平成14年４月２日～平成15年４月１日までに生まれた幼児
・５歳児・・・平成13年４月２日～平成14年４月１日までに生まれた幼児

申込に関する手続等についての詳細を説明します。また、入園申込書類等もお配りします。

会　　場
伊吹庁舎 ２階会議室
山東庁舎 別館２階会議室
近江地域福祉センター「やすらぎハウス」
※都合により会場を変更します。
変更前）米原地域福祉センター「ゆめホール」
変更後）米原中保育園　遊戯室

時　　間
10:00～11:00
13:30～14:30
10:00～11:00

13:30～14:30

開 催 日

11月3日（金・祝）

11月4日（土）

入園申込についての保護者説明会を開催します！

市内の公立幼稚園

園　名 所在地 電話・FAX 給　食 通園方法 通学区域

いぶき
幼稚園

池下91

新庄77

枝折74

入江296

春照1950

TEL 55-8400
FAX 55-4300

TEL 54-1241
FAX 54-1303
TEL 54-2655
FAX 54-2655
TEL 52-9610
FAX 52-9607

TEL 58-2001
FAX 58-2001

完全給食
通園バス（有料）
または個人送迎

東草野小、伊吹小、
春照小学校区域に同じ

柏原小、山東東小、山東
西小、大原小学校区域
に同じ

坂田小、息長小学校区域
に同じ

息郷小、醒井小学校区域
に同じ

米原小学校区域に同じ

通園バス（有料）
または個人送迎

通園バス
（有料）

個人送迎

個人送迎

完全給食

副食のみ
主食は各自持参

完全給食

完全給食

山　東
幼稚園

ふたば
幼稚園
醒　井
幼稚園
米　原
幼稚園
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＊1 いぶき保育園は平成19年４月から、いぶき幼稚園と一体化し、所在地が「春照1950」になります。
＊2 米原保育園は指定管理者制度を導入しており、社会福祉法人大樹会が管理運営しています。

市内の保育園

保育園の入園申込の受付窓口が巡回します

幼稚園・保育園の入園申込について

園　名

場　　所

伊吹庁舎 自治振興課

近江庁舎 自治振興課

米原庁舎 自治振興課

息郷行政サービスセンター

醒井行政サービスセンター

山東庁舎 １階会議室

日　　　　　程

11月13日（月）

11月14日（火）～15日（水）

11月16日（木）～17日（金）

11月16日（木）

11月17日（金）

11月20日（月）～24日（金）

＜期間中の土・日・祝日＞
11月18日（土）・19日（日）・23日（木・祝）

受付時間

8:30～19:00

8:30～19:00

8:30～19:00

13:00～17:00

13:00～17:00

8:30～19:00

13:00～17:00

所在地
定員
（人）

電話・FAX 開園時間 通園
方法

休日
保育

一時
保育

子育て支援
センター

個人
送迎
個人
送迎
個人
送迎
個人
送迎
個人
送迎

個人
送迎
個人
送迎
個人
送迎
個人
送迎

－

－

－

－

○

○

－

－

－

－

－

○

－

－

－

○

○

○

○

○

－

－

－

－

○

－

－

－

○

－

－

－

－

個人送
迎／有
料通園
バス有

公

公

公

公

公

私

私

私

私

公

公

いぶき保育園

米原西保育園

米原中保育園

息郷保育園

米原保育園（＊2）

醒井保育園

長岡保育園

大原保育園

柏原保育園

近江ひがし保育園

近江にし保育園

上野905（＊1）

入江638-3

下多良146-1

三吉50

米原677

醒井547-1

長岡1167-4

朝日199-1

柏原2217-10

能登瀬1322-1

宇賀野290

55

60

120

60

45

75

90

150

60

70

70

TEL 58-0017
FAX 58-0082
TEL 52-0483
FAX 52-1413
TEL 52-3362
FAX 52-5131
TEL 54-2141
FAX 54-2142
TEL 52-2477
FAX 52-3118
TEL 54-0215
FAX 54-1073
TEL 55-0061
FAX 55-8222
TEL 55-2060
FAX 55-2331
TEL 57-0077
FAX 57-0102
TEL 54-2149
FAX 54-2216
TEL 52-1067
FAX 52-1430

7:30～18:30

7:30～18:30

7:30～18:30

7:30～18:30

7:00～19:00

7:00～19:00

7:30～19:00

7:30～19:00

7:30～18:30

7:30～18:30

7:30～19:00
*4～10月は20時まで

申込書類の

配 布 場 所

受 付 場 所

受 付 期 間

受 付 時 間

幼　稚　園

市内幼稚園、各庁舎自治振興課、

学校教育課（山東庁舎）

学校教育課（山東庁舎）または

各幼稚園

8時30分～17時

11月13日（月）～11月24日（金）

保　育　園

市内保育園、各庁舎自治振興課、

こども課（山東庁舎）

下記「巡回受付窓口」日程表の

とおり

８時30分～19時（下記日程表のとおり）

幼稚園・保育園共通事項

●申込書類の配布期間　
11月６日（月）～
※申込に必要な書類は
米原市公式サイトから
ダウンロードできます。
http://www.city.

maibara.shiga.jp/
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幼 稚 園

米原市に居住する満４歳から小学校就
学前までの幼児です。（※１）

ただし、３年保育を実施している市立
いぶき幼稚園は、満３歳からです。（※２）
※１　学年の途中で満４歳に達する者を除く。

※２　学年の途中で満３歳に達する者を除く。

◎前年度より引き続き在園を希望される
場合は、新たに入園の申し込みをする
必要はありません。

月曜～金曜 9時～14時

保育料の値上げについて次のことを検
討しています。
・３歳児の保育料は4・5歳児保育料よ
り高くすること。
・第３子減免制度を導入すること。
その他、給食費、教材費、バス代等を
徴収させていただきます。

保育料は、保護者の平成18年分の所
得税額および平成18年度分市町村民税
額によって決定します。なお、保育料
については、国基準額を下回るよう引
き続き軽減を行います。くわしくは
「入園のしおり」をご覧ください。
なお、国基準額が変更となる場合は、

市の保育料も見直しを行います。

入園できる子は？

保育時間は？

保育料はいくら？

注意事項

幼保一元化施設
（いぶき幼稚園・保育園）

お問い合わせ

（１）伊吹地域在住の3歳以上のお子さんで、午前9時～午後2時の保育を希望する場合　
⇒　短時部の利用：幼稚園の申し込み手続きに同じです。

（２）0～5歳のお子さんで、短時部の保育時間を越えて保育を希望する場合　　　　　　
⇒　長時部の利用：保育園の申し込み手続きに同じです。

教育委員会事務局 学校教育課（山東庁舎）
1 55-8109 5 55-4040

健康福祉部 こども課（山東庁舎）
1 55-8104 5 55-4040

①通学区域をよくお確かめの上、お申
し込みください。
②各庁舎市民窓口、教育委員会事務局
学校教育課、各幼稚園に入園願書の
用紙があります。所定事項を記入の
うえ、教育委員会事務局学校教育課
または各幼稚園へ保護者が持参して
出願してください。

①新規申込者・継続入園希望者とも、
すべての方の受付を市役所（各庁舎）
で行います。
②受付後、園ごとの入園申込者数が定
員を超える場合、入園審査を実施し、
入園者を決定します。
③家庭の状況により、入園希望に沿え
ない場合があります。
④平成19年度中に育児休暇を終えて職
場復帰予定の方は、この時期に申込
書の提出をお願いします。（年度途中
の申込の場合は、希望に沿えない場
合があります。）
受付期間終了後の申込者の入園の

決定は、受付期間内申込者の入園調
整・決定後になります。

家庭内外での労働・病気・出産・介護
などの理由により、家庭で保育すること
ができない小学校就学前までの乳幼児
（０～５歳）が対象となります。

月曜～金曜
【通常保育】8時30分～16時30分
長岡・大原・柏原保育園は8時～16時

【延長保育】園によって異なります。

土曜
【通常保育】8時30分～11時30分
長岡・大原・柏原保育園は８時～12時

【延長保育】園によって異なります。

＊お迎えの時間は園によって異なりま
す。
＊保護者の希望により延長保育が利用で
きます（別途おやつ代等の実費相当額
の負担が必要な場合があります）。ご
希望の方は、各園にご相談ください。

保 育 園

平成19年度保育園・幼稚園

入園申込の受付がはじまります
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障
が
い
の
あ
る
人
も
障
が
い
の
な
い
人

も
社
会
の
一
員
と
し
て
お
互
い
に
尊
重
し
、

支
え
合
い
な
が
ら
地
域
社
会
の
中
で
と
も

に
生
活
す
る
社
会
こ
そ
当
た
り
前
の
社
会

で
す
。

し
か
し
、
障
が
い
者
の
尊
厳
を
傷
つ
け

る
よ
う
な
言
動
や
社
会
参
加
を
妨
げ
る
扱

い
な
ど
、
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
配
慮
に

欠
け
る
こ
と
も
多
く
、
現
代
の
社
会
に
お

い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
障
が
い
者
の
人
権
が

守
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

障
が
い
者
の
人
権
を
尊
重
し
、
守
る
た

め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
が
い
が
あ
る
こ

と
を
知
り
、
そ
の
障
が
い
が
ど
の
よ
う
な

も
の
か
を
正
し
く
理
解
し
た
う
え
で
、
障

が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
共
に
支
え

合
い
な
が
ら
生
き
る
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
」
の
理
念
が
息
づ
く
社
会
づ
く
り

を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
社
会
に
は
、
障
が
い
者
の
自
立

と
参
加
を
妨
げ
る
様
々
な
障
壁
（
バ
リ
ア
）

が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
を
取
り
除
き
、
だ

れ
も
が
暮
ら
し
の
中
で
自
由
に
行
動
し
、

豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
配

慮
し
た
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
の
ま
ち
づ
く

り
が
今
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
物
理
的
な
バ
リ
ア

生
活
環
境
の
中
で
、
建
物
や
交
通
機
関

な
ど
に
お
け
る
段
差
や
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
未
整
備
、
移
動
ス
ペ
ー
ス
の
不
足
な
ど

の
障
壁

●
制
度
面
の
バ
リ
ア

障
が
い
を
理
由
に
、
資
格
や
免
許
の
取

得
を
制
限
し
た
り
、
特
定
の
就
業
や
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
を
制
限
・
禁
止
し
た
り
す
る

制
度
的
な
障
壁

●
文
化
・
情
報
面
の
バ
リ
ア

点
字
、
録
音
テ
ー
プ
、
音
声
パ
ソ
コ
ン

や
手
話
、
要
約
筆
記
、
字
幕
放
送
な
ど
の

媒
体
を
使
っ
た
情
報
提
供
が
限
ら
れ
て
い

る
・
欠
如
し
て
い
る
等
の
障
壁

●
こ
こ
ろ
の
バ
リ
ア

心
な
い
言
葉
や
視
線
な
ど
、
人
間
と
し

て
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
扱
い
や
障

が
い
者
を
庇ひ

護
さ
れ
る
べ
き
存
在
と
し
て

と
ら
え
る
等
の
意
識
上
の
障
壁

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
地

域
の
行
事
や
文
化
活
動
な
ど
、
障
が
い
の

あ
る
人
の
社
会
参
加
が
多
く
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

国
や
地
方
公
共
団
体
で
は
、
だ
れ
も
が

生
き
が
い
と
楽
し
み
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
、
障
が
い
者
が
自
立
で
き
る
社

会
づ
く
り
の
た
め
、
様
々
な
施
策
を
展
開

し
て
い
ま
す
が
、
最
も
大
切
な
こ
と
は
、

社
会
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
人
々
が
、
障

が
い
の
あ
る
人
を
理
解
し
、
一
人
ひ
と
り

が
自
分
の
考
え
や
行
動
を
振
り
返
り
、
何

が
で
き
る
の
か
を
考
え
、
実
践
し
て
い
く

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

シリーズ�

Vol.15

み
な
さ
ん
の
身
の
回
り
で
、
人
権
に
関
す
る
問
題
や
悩
み
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

『
人
権
』
は
み
な
さ
ん
の
生
活
に
お
い
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
最
も
尊
重

さ
れ
守
ら
れ
る
べ
き
も
の
な
の
で
す
。
ま
ず
は
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る
人
権
問
題
を
考

え
、
そ
れ
に
気
付
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を
考
え
よ
う

〜
障
が
い
者
と
人
権
〜

障
が
い
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り

自
立
と
社
会
参
加
へ
の
配
慮

2006 人権尊重と部落解放をめざす 市民のつどい
市民一人ひとりの人権意識の高揚と市民の交流・連帯の機会を図り、お互いの人権が尊重された明るいま

ち・米原市をつくることを目的に開催します。皆さんお誘い合わせのうえ、ふるってご参加ください。

●と　き　１１月２５日（土）
午後１時～４時

●ところ　米原公民館　大ホール

●内　容　
・ アトラクション　　双葉中学校吹奏楽部
・ 講演「これからは人権習慣

人権とは他人の心を大切にすること」
ジャーナリスト　江

え

森
もり

陽弘
ようこう

氏
・ 人権啓発作品入賞者表彰・入賞作文の発表
・ 米原市人権尊重のまちづくり条例、米原市人権尊重都市宣言制定の報告

お問い合わせ　総務部　人権協働課（米原庁舎） 1５２―６６２９　5５２―４５３９

＊
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
、
障
が
い

者
と
健
常
者
と
が
お
互
い
に
特
別
に
区
別
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
社
会
生
活
を
共
に
す
る
こ
と
が
、

本
来
の
望
ま
し
い
姿
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
で

す
。

＊
市
で
は
現
在
、「
障
害
者
計
画
」
の
策
定
を
す

す
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
障
が
い
者
の
自

立
と
社
会
参
加
を
目
指
し
た
障
が
い
者
施
策

の
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

「人権啓発パネル展」
「人権作品展」も開催中！
11月15日～29日米原公民館
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就
労
機
会
の
拡
大
の
必
要
性

市
の
人
口
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
う

え
、
少
子
高
齢
化
は
今
後
ま
す
ま
す
進

行
す
る
見
通
し
で
す
。
特
に
高
齢
化
率

は
、
国
全
体
の
21
％
を
大
き
く
上
回
る

23
・
３
％
（
平
成
17
年
国
勢
調
査
）
に

の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
実
施
し
た
各
種
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
で
も
、
ま
ち
の
将
来
像

と
し
て
「
立
地
条
件
を
活
か
し
、
産
業

が
盛
ん
で
働
く
場
の
多
い
ま
ち
」
を
望

む
声
が
高
く
、
若
者
の
多
く
が
地
域
を

離
れ
、
県
外
な
ど
に
働
く
場
を
求
め
て

い
る
現
状
を
改
善
す
る
施
策
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

財
政
基
盤
の
強
化
の
必
要
性

市
の
歳
入
は
、
国
の
行
財
政
改
革
に

伴
い
、
国
庫
補
助
金
や
地
方
交
付
税
な

ど
依
存
財
源
の
更
な
る
減
少
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
歳
出
に
つ
い
て
も
、

高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
医
療
費
や
福

祉
施
策
に
必
要
な
扶
助
費
が
増
加
傾
向

に
あ
る
な
ど
、
義
務
的
経
費
の
拡
大
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
事

務
事
業
の
見
直
し
な
ど
行
財
政
改
革
に

取
り
組
み
、
歳
出
規
模
の
適
正
化
を
図

る
こ
と
な
ど
と
あ
わ
せ
て
、
市
税
な
ど

の
自
主
財
源
の
確
保
に
つ
な
が
る
施
策

展
開
に
よ
り
、
歳
入
基
盤
を
強
化
す
る

こ
と
が
、
財
政
健
全
化
を
図
る
た
め
に

重
要
と
な
り
ま
す
。

歳
入
基
盤
の
強
化
は
、
福
祉
、
教
育
、

環
境
な
ど
市
民
に
身
近
な
施
策
の
充
実

し
た
『
住
み
続
け
た
い
ま
ち
』
を
築
く

た
め
、
ま
た
、
市
民
の
だ
れ
も
が
、
大

き
な
夢
を
も
て
る
『
活
力
の
あ
る
ま
ち
』

を
築
く
た
め
に
重
要
な
取
り
組
み
で
す
。

米
原
市
は
、
関
西
・
東
海
・
北
陸
を

結
ぶ
道
路
や
鉄
道
な
ど
国
土
幹
線
の
結

節
点
で
あ
る
こ
と
や
、
敦
賀
港
な
ど
の

港
に
も
近
い
立
地
条
件
で
あ
る
こ
と
、

さ
ら
に
は
『
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
』
の

新
設
が
予
定
さ
れ
る
な
ど
、
全
国
各
地

や
海
外
を
結
ぶ
「
モ
ノ
」
の
交
流
拠
点

と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
地
域
特
性
を
更
に
高

め
る
こ
と
で
、
企
業
の
事
業
拡
大
や
新

た
な
立
地
を
促
し
、
地
域
の
活
性
化
を

め
ざ
す
ま
ち
づ
く
り
構
想
『
シ
ル
ク
構

想
』
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の
構
想
に

対
す
る
県
全
体
か
ら
の
期
待
は
大
き
く
、

滋
賀
の
経
済
振
興
に
貢
献
す
る
も
の
と

し
て
、
平
成
17
年
度
に
は
『
滋
賀
県
経

済
振
興
特
区
（
県
版
特
区
）』
の
認
定
を

受
け
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
の
構
想
の
実
現
へ
の
第

一
歩
と
し
て
、「
米
原
南
工
業
団
地
」
の

整
備
に
取
り
組
み
、
Ｓ
Ｉ
Ｌ
Ｃ
（
滋
賀

統
合
物
流
セ
ン
タ
ー
）
の
立
地
を
は
じ

め
、
企
業
の
誘
致
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

米
原
南
工
業
団
地
の

造
成
事
業
に
着
手
し
ま
す

今
、
全
国
各
地
で
国
際
競
争
力
強
化

を
目
的
と
す
る
モ
ノ
づ
く
り
産
業
の
国

内
回
帰
が
進
み
、
Ｉ
Ｔ
家
電
や
自
動
車

産
業
を
中
心
と
す
る
大
規
模
な
設
備
投

資
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
滋
賀
県
で

も
、
県
南
部
を
中
心
に
工
業
用
地
の
需

要
が
急
増
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
受
け

入
れ
を
可
能
と
す
る
工
業
用
地
不
足
が

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
米
原
市

に
お
い
て
も
同
様
で
す
。

こ
の
た
め
市
は
、
高
速
道
路
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
や
米
原
駅
、
新
設
予
定
の

貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
に
近
接
す
る
地
域

（
米
原
駅
南
の
Ｊ
Ｒ
在
来
線
と
新
幹
線
、

河
川
に
囲
ま
れ
た
約
16
・
５
ha
）
に
、

新
た
な
工
業
用
地
を
創
出
す
る
産
業
基

盤
整
備
と
し
て
「
米
原
南
工
業
団
地
」

企
業
誘
致
の
必
要
性

シ
ル
ク
構
想
が
め
ざ
す

ま
い
ば
ら
の
ま
ち
づ
く
り

シ
ル
ク
構
想
の
実
現
に
向
け
た

は
じ
め
の
一
歩

米原市は、「新市まちづくり計画」で米原駅周辺
を、広域的な交流機能と都市機能を備えた地域とし
て整備し『元気な交流活力のまちづくり』を進める
こととしています。多様な都市機能の充実により、ま
ちの魅力を高めることが市全体の活性化や持続的発展
に大きく寄与します。
市民、民間と行政が一体となり、新たなまちづくりに力

強く取り組むため「都市整備NEWS」では、米原駅周辺に関
する情報を随時お伝えします。

NEWS
NEWS

NEWS都市整備�
シリーズ　生まれかわる！米原駅周辺　�

新たな企業誘致に向けて�
米原南工業団地の造成事業に�
着手します�
�

都市整備�

１�
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の
造
成
に
取
り
組
み
、
シ
ル
ク
構
想
の
中

核
を
な
す
Ｓ
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
は
じ
め
、
複
数
の

生
産
工
場
な
ど
の
誘
致
を
図
り
ま
す
。

当
工
業
団
地
へ
の
立
地
企
業
が
県
版
特

区
の
様
々
な
支
援
を
得
る
た
め
に
は
、
特

区
期
間
（
17
〜
21
年
度
）
内
の
操
業
が
条

件
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
市
で
は
、
現

在
、
計
画
地
の
土
地
利
用
変
更
手
続
き
を

進
め
て
お
り
、
手
続
き
完
了
後
、
地
権
者

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
来
年
度
か

ら
用
地
造
成
工
事
に
着
手
し
よ
う
と
計
画

を
す
す
め
て
い
ま
す
。
こ
の
造
成
工
事
に

要
す
る
期
間
は
約
２
年
で
工
事
完
了
後

は
、
進
出
を
希
望
す
る
企
業
へ
用
地
を
分

譲
し
ま
す
。

現
時
点
で
当
団
地
へ
の
立
地
が
計
画
さ

れ
て
い
る
Ｓ
Ｉ
Ｌ
Ｃ
は
、
施
設
建
築
を
経

て
、
21
年
度
中
に
操
業
開
始
と
な
る
見
込

み
で
す
。

お問い合わせ　都市整備部　都市振興室（米原庁舎） 1５２ー６７８４　1５２ー５１９５

広
域
的
視
点
か
ら
見
た

米
原
の
果
た
す
べ
き
役
割

シルク構想の
核となる
「ＳＩＬＣ」とは

ＳＩＬＣ
シ ル ク

は、「滋賀統
合物流センター」のこと
で Shiga Integrated
Logistics Centerの頭文
字S・I・L・CをとってＳ
ＩＬＣと呼んでいます。
ＳＩＬＣは、工場など

各地の生産拠点と提携
し、生産から流通までを
包括的に管理すること
で、物流の効率化とCO2
などの環境負荷削減を実
現します。そして、ＳＩ
ＬＣが注目を浴びる最大
の理由は、ＳＩＬＣ自体
が、各地から集められた
物品を加工し製品化する
製造（組立加工）機能を
有する“内陸型物品加工
拠点”であるという点で
す。製造とその付随業務
（発送、仕分、保管など）
を統合し、効率的な製
造・加工・物流システム
を構築する先進的な統合
拠点の実現は、この地域
の生産拠点としての魅力
を更に高めるものとして
期待されています。
ＳＩＬＣは施設の設置

から管理・事業運営まで
のすべてを民間企業が行
う事業で、本年３月に設
立されたＳＩＬＣ株式会
社で、現在、操業開始に
向けた具体的な検討が進
められているところで
す。
地域経済の振興に貢献

し、公益性の高いこの事
業の実現に向け、市は共
に取り組みを進めます。

米
原
は
、
交
通
の
要
衝
・
広
域
交

流
拠
点
と
い
う
地
域
特
性
か
ら
、
滋

賀
県
東
北
部
地
域
の
中
核
的
な
地
域

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

米
原
駅
周
辺
地
域
の
都
市
基
盤
・

産
業
基
盤
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
、

市
全
体
の
活
性
化
を
促
す
と
と
も
に
、

彦
根
・
長
浜
圏
域
を
含
め
た
広
域
的

な
地
域
振
興
に
貢
献
す
る
重
要
な
取

り
組
み
で
す
。

市
は
、
米
原
駅
の
橋
上
化
や
自
由

通
路
整
備
、
駅
東
部
区
画
整
理
事
業

な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
と
あ
わ
せ

て
、
米
原
南
工
業
団
地
の
造
成
な
ど

に
よ
る
産
業
基
盤
の
充
実
を
図
り
、

ま
す
ま
す
魅
力
あ
る
米
原
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

▼米原南工業団地造成事業関連スケジュール

県 版 特 区

土地利用変更手続

用 地 造 成 等

Ｓ Ｉ Ｌ Ｃ　

県

県、市

市

SILC㈱

都市計画決定手続き

建築工事

施行者 H17 H18 H19 H20 H21 備　考

認定期間
17～21年度

工事期間
18～20年度

操業開始は
21年度中

米原南工業団地位置図
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市政トピックス

お問い合わせ　政策推進部　総合政策課（米原庁舎） 1５２－６６２６　5５２－５１９５

人
口
推
計
か
ら
考
え
る
総
合
計
画

平
成
17
年
国
勢
調
査
に
お
け
る

「
５
歳
階
層
別
人
口
」
の
発
表
を
受

け
て
米
原
市
の
将
来
人
口
を
推
計
し

ま
し
た
。

こ
の
人
口
推
計
は
、米
原
市
総
合

計
画
策
定
の
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
と

な
る
も
の
で
、新
た
な
住
宅
地
の
増

加
な
ど
と
い
っ
た
社
会
的
要
因
を
除

き
、
コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
法
（
※
）

を
用

い
て
算
出
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
推
計
に
よ
り
、近
い
将
来
の

米
原
市
に
お
け
る
深
刻
な
人
口
構
造

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

超
高
齢
化
社
会
は
、
高
齢
化
率

21
％
以
上
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、本

市
で
は
、す
で
に
23
・
３
％
に
達
し

て
お
り
、総
合
計
画
の
将
来
像
と
な

る
10
年
後
に
は
、27
％
ま
で
上
昇
す

る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、
年
少
人
口
（
15
歳
未
満
）

で
は
、
向
こ
う
10
年
間
で
市
内
の
大

規
模
校
に
あ
た
る
小
学
校
と
中
学
校

の
児
童
（
生
徒
）数
を
合
わ
せ
た
人

数
に
相
当
す
る
７
６
４
人
も
減
少
す

る
推
計
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
人
口
推
計
結
果
や
米

原
市
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
を
考
え

て
も
、
今
の
ま
ま
の
状
態
を
維
持
し

な
が
ら
、
今
後
の
行
政
経
営
を
行
っ

て
い
く
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
米
原

市
の
ま
ち
づ
く
り
は
大
き
く
方
向
転

換
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
時
を
迎

え
て
い
ま
す
。

特
に
、各
分
野
に
お
け
る
少
子
化

対
策
や
人
口
の
流
出
を
防
ぐ
就
労
対

策
の
ほ
か
、医
療
費
や
福
祉
施
策
な

ど
の
急
増
に
備
え
た
財
政
の
基
盤
づ

く
り
が
急
務
で
あ
り
、現
在
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
自
体
を
見
直

し
、自
治
基
本
条
例
に
掲
げ
る
理
念

や
役
割
分
担
の
も
と
で
新
し
い
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
創
造
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
現
在
、
審
議
会
の
各
部
会
で
は
、

職
員
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
分

析
・
検
討
し
た
結
果
に
基
づ
き
議
論

を
す
す
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
で
は
今
、
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の
将
来
像
を
描
く

計
画
”米
原
市
第
１
次
総
合
計
画
“
の
策
定
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、合
併
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
新

し
い
ま
ち
『
米
原
市
』
の
総
合
計
画
づ
く
り
に
関
す
る

情
報
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。

まいばら�
10年物語⑥�
まいばら�
10年物語⑥�
まいばら�
10年物語⑥�
まいばら�
10年物語⑥�

米
原
市
の
人
口
推
移
と
将
来
人
口

米
原
市
に
お
け
る

年
齢
別
人
口
の
推
移

昭和60年（1985） 平成17年（2005） 平成27年（2015）

※コーホート要因法とは…コーホートとは通常「年齢階層別男女別人口」を意味します。特定の社会的集団の人口を地域の人口の『将来自然
増減要因（出生・死亡）』と『将来社会増減要因（転入・転出）とに分けて推計する方法です。
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11月�
11月23日、県内や岐阜県などの城跡をのろしでリレーする毎年恒例の「近江中世城

跡琵琶湖一周のろし駅伝」が今年も行われます。
米原市はその立地条件から、天下を治めようとする武将たちにとっても要の場所で

した。その証拠に市内に残る城館跡はなんと120か所に上ります。その内、今年も８
箇所の山城跡でのろし駅伝への参加が予定されています。
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伊吹文化祭・伊吹公民館まつり［ジョイいぶき］（～５日）
福祉と人権フェスティバル（作品展示）［三　会館］（～5日）
ワイヤーワークＮＡＯＫＩ展［近江はにわ館］（～30日））
夫馬豊年太鼓踊り［夫馬・春日神社］（9時～10時）

福祉と人権フェスティバル（イベント）
［米原保健センター駐車場周辺］（10時～15時30分）

全国中高生歴史サミット（～5日）［米原公民館］

ふれあい文化祭［米原公民館］（～５日）

米原市農林水産まつり［ジョイいぶき］（10時～14時）
おはなし会［山東図書館］（14時～）

子育てふれあいサロン［ジョイいぶき］（９時30分～）
中島千恵子先生七回忌展[山東図書館]（～30日）
心の教育相談［旧米原小学校（米原）］（14時～17時）

親子でフィットネス［伊吹山麓体育館］（10時～）
心の教育相談［勤労青少年ホーム（志賀谷）］（９時～12時）

文化の日

勤労感謝の日
水墨画作品展［醒井水の宿駅］（～26日）
心の教育相談［近江公民館］（９時～12時）

心の教育相談［ジョイいぶき］（９時～12時）

心配ごと総合相談［三島荘（池下）］（10時～12時）

人形劇[近江図書館]（14時30分～）

心の教育相談［近江公民館］（９時～12時）
心の教育相談［旧米原小学校（米原）］（14時～17時）

おはなし会［ジョイいぶき］（10時～）
福田寺公家奴振り（13時～）
歴史講演会「街道の近江菓子」［柏原宿歴史館］（10時～12時）
天の川ふれあいフェスタ（作品展示）

［S・Cプラザ］（～20日）

米原市青少年育成大会［近江公民館］（13時30分～）

おはなし会［近江図書館］（11時～）
心の教育相談［勤労青少年ホーム（志賀谷）］（9時～12時）
心の教育相談［近江公民館］（14時～17時）

おはなし会［山東図書館］（14時～）
天の川ふれあいフェスタ（イベント）［S・Cプラザ］

（13時30分～16時）

米原市芸術展覧会（～26日）［米原市民体育館］（9時～17時）
心の教育相談［ジョイいぶき］（9時～12時）

おはなし会［米原公民館］（10時～）
心の教育相談［近江公民館］（9時～12時）

近江中世城跡琵琶湖一周のろし駅伝

心の教育相談［勤労青少年ホーム（志賀谷）］（9時～12時）
心の教育相談［近江公民館］（14時～17時）

2006人権尊重と部落解放をめざす市民のつどい
［米原公民館］（13時～16時）

おはなし会［米原公民館］（10時～）
結婚相談［米原公民館］（13時30分～16時）
子育て講座「三宅おじさんと遊ぼう」［山東幼稚園］（10時～11時30分）

第1回米原市芸術展覧会「米原を描く」絵画作品展
［醒井水の宿駅］（～12月12日）

心の教育相談［旧米原小学校（米原）］（14時～17時）

掲載の新刊図書は、
市内のすべての図書館（室）
で借りることができます。

■図書館の休館日
…毎週月曜日と第４木曜日
■蔵書点検のための休館日
（近江図書館）21日～25日

■問 山東図書館 155－4554
近江図書館 152－5246

『名もなき毒』
宮部みゆき／著　幻冬舎

あらゆる場所に「毒」は潜
むー。財閥企業で社内報を編
集する杉村三郎が、私立探
偵・北見を訪れて出会ったの
は、連続無差別毒殺事件で祖
父を亡くしたという女子高生
だった。現代ミステリー。

『はぴえ堂・かよさんの　　　
いっしょに作る
こどものおやつの本』

きむらかよ／著　主婦と生活社

バニラクッキー、カスタード
プリン、むちむち蒸しパンなど、
子どもが大好きなプロセスの
「型を抜く」「流して固める」「混
ぜるこねる」の３つの作業がい
っぱい味わえるおやつを紹介。

市内の城館跡はなんと120か所！

本の
リサイクル

山東図書館　11月 ３日（金）10時～21時
近江図書館　11月11日（土）～19日（日）

弥高寺、上平寺城跡で



子育てサロン　＊プレイルームを開放します。＊時間はいずれも 9：30～12：00になります。

広　　場 実　施　日 場　　所 対　　象

赤ちゃん広場

ちびっ子広場

１２月　６日（水）

１２月２２日（金）

１２月１３日（水）

１２月２０日（水）

１２月２７日（水）

伊吹保健センター

伊吹保健センター

近江保健センター

子育て中のお子さんとその保護者

おもに１歳未満のお子さんとその保護者

母子健康手帳の交付・妊婦相談
母子健康手帳は、健康づくり課・山東健康福祉センター・伊吹保健センター・近江保健センター・米原保健センター・米

原げんきステーションでお渡ししています。妊娠中の心配ごとやわからないことなどお気軽にご相談ください。

すくすくホットライン　155―8105（内線164/受付8:30～17:15）

妊娠・出産・育児などに関するご相談、お問い合わせは、“すくすくホットライン”までお気軽にお電話ください。

育児相談　 ＊受付時間はいずれも10：00～11：30です。

乳幼児健康診査　

健診名（対象のお子さん）

4ヵ月児健診

（平成18年７月生まれ）

10ヵ月児健診

（平成18年２月生まれ）

1歳6ヵ月児健診

（平成17年4月生まれ）

2歳6ヵ月児歯科健診

（平成16年5月生まれ）

3歳6ヵ月児健診

（平成15年5月生まれ）

12月 1日（金）

12月 ８日（金）

12月19日（火）

12月21日（木）

12月14日（木）

13:30～14:00
(BCGは13:00～13:15)

13:30～14:00

13:00～14:00

9:30～10:30

13:00～14:00

米原げんき
ステーション

・母子健康手帳
・赤ちゃん手帳・バスタオル

・母子健康手帳・子どもの歯ブラシとコップ
・赤ちゃん手帳・バスタオル

・母子健康手帳
・赤ちゃん手帳
・子どもの歯ブラシとコップ

・母子健康手帳・赤ちゃん手帳
・子どもの歯ブラシとコップ
・子どもの尿（容器にとったもの）

山東健康
福祉センター

実 施 日 受付時間 健診会場 持 ち も の

実 施 日 会　　場 内　　　　　容

12月15日（金）

12月20日（水）

12月22日（金）

近江保健センター

伊吹保健センター

近江保健センター

・子どもの成長・発達・食事など、育児についての相談をお受けします。身
体計測も行います。
・育児不安、ストレス等でお悩みの方もご相談ください。

＊いずれも全市域の乳幼児を対象に毎月１回実施します。
＊４ヵ月児健診はBCG接種も実施します。
＊赤ちゃん手帳の中の問診票(対象月)を記入してきてください。

離乳食教室　＊離乳食中期の内容を中心に栄養士による相談を行います。＊３日前までに健康づくり課へお申し込みください。

実 施 日 受付時間 会　　場 持 ち も の

12月６日（水） 9:50～10:00 伊吹保健センター
・母子健康手帳　・赤ちゃん手帳
・お皿とスプーン（お子さんが日常的に使っているもの）

両親学級 ＊終了時間は16時頃の予定です。

実 施 日 受付時間 会　　場 持 ち も の

１２月３日（日）13:50～14:00 山東健康福祉センター ・母子健康手帳　・赤ちゃん手帳　・筆記用具



予防接種
【BCG】月１回、集団接種を米原げんきステーションで実施します。（予約不要）

＊予防接種を受ける前には冊子「予防接種と子どもの健康」を読んで、必要性や副反応について
よく理解したうえで接種してください。

このページは、抜き取って見やすい場所に貼り付けてご利用ください。

種　類 実 施 日 受付時間 場　　所 対　　象 持ちもの・その他

BCG

ポリオ

（秋期）

10月 ６日（金）

10月16日（月）

10月20日（金）

13:00～13:15

13:30～14:20
米原げんき
ステーション

３ヵ月～６ヵ月未満児
３ヵ月～7歳６ヵ月未満児で
まだ２回接種を受けていな
い児（1回目と2回目の間は、
6週間以上あけてください。）

予診票（赤ちゃん手帳内）に記入
のうえ、母子健康手帳、体温計と
ともにご持参ください。

予防接種

予 防 接 種 実 施 日 受付時間 場　　所 対　　象

３ヵ月～６ヵ月未満児

持ちもの・その他

BCG 1２月１日（金）
13：00～

13：15
米原げんき
ステーション

予診票（赤ちゃん手帳内）に記
入のうえ、母子健康手帳、体温
計とともにご持参ください。

【BCG】月１回、集団接種を米原げんきステーションで実施します。（予約不要）
＊予防接種を受ける前には冊子「予防接種と子どもの健康」を読んで、必要性や副反応についてよく理解したうえで接種してください。

歯に関すること

歯 科 健 診 実 施 日 受付時間・場所 持ちもの

１歳児歯科健診

２歳～６歳児歯科健診 誕生日を迎えた月に、湖北歯科医師会会員の歯科医院にお申し込みください。

１２月７日（木） 14:00～15:30 高月町保健センター ・母子健康手帳
・子どもの歯ブラシと
コップ

１歳から６歳までのお子さんの誕生月に、歯科健診と歯科指導が母子ともに無料で受けられます。

― 母と子の強い歯をつくろう運動（主催：湖北歯科医師会）―

健診などに関するお問い合わせ　健康福祉部 健康づくり課（山東庁舎） 155－8105 555－8130

≪会場について≫　
場所がわからないときは赤ちゃん手帳でご確認いただくか、健康づくり課までお気軽にお問い合わせください。

健康づくり課

山東健康福祉センター

伊吹保健センター

山東庁舎内（長岡）

ルッチプラザ内（長岡）

伊吹健康プラザ愛らんど内（春照）

近江庁舎に併設（顔戸）

米原診療所に併設（三吉）

米原庁舎 南隣（下多良）

近江保健センター

米原保健センター

米原げんきステーション

対 象 者

申請方法

申請期間

申請窓口 ①②とも、健康づくり課（山東庁舎）または最寄りの保健センター・健康福祉センターへ

①生後24月（２歳）から90月（７歳６ヵ月）に至るまでの間にある者で、麻しんおよび
風しんに係る予防接種が未接種で、これから接種しようとする者

②平成18年４月１日以降に、任意接種として麻しんおよび風しんに係る予防接種を受けた者

予防接種を受ける前に申請手続きをしてから医療機関で接種してください。

②に該当する場合

①に該当する場合

平成19年３月15日（木）まで

接種したときの「予診票の写し」と「領収書」を持参して、申請手続
きをしてください。

次に該当する場合（任意接種された場合）には補助金制度をご利用ください。

●対象年齢
第１期…生後12月以上24月未満
第２期…５歳以上７歳未満で小学校就学前の１年間（４月１日～３月31日）
※平成18年３月31日までに、麻しん予防接種及び風しん予防接種を済ませている方もあらたに対象となります。
＊麻しんまたは風しんのいずれかにかかったことがある方は、対象年齢に該当していても「麻しん風しん混合ワクチン」の接
種はできません。その場合、麻しんまたは風しんのいずれかかかっていない方の単独ワクチンを接種することになります。

麻しん 風しん 混合ワクチンの接種方法が変わりました！



このページは、抜き取って見やすい場所に貼り付けてご利用ください。

米原市内では未就園児家庭を対象に

さまざまな子育て支援活動を行っ

ています。子どもたちの健やかな成

長と、楽しい育児を応援しています。

みなさん、ぜひ遊びに来てください。

子育て支援センターあゆっこ
米原市立米原中保育園内

〒521-0016 米原市下多良146－１　　
152－1114 552－5131

子育て支援センター寺子屋
長岡保育園内　〒521-0242 米原市長岡1167－4 

155－0061 555－8222
http://www.nagaokahoikuen.com

Qあゆっこ開放　毎週月・水・木曜日　10時～11時30分
気軽に遊びに来られるお部屋です。

Q園庭開放　月曜日～土曜日　10時～11時30分
園庭にある、遊具や砂場で遊びませんか？

Q育児電話相談　152－1114
毎週月曜日　13時～16時30分
相談員が応じます。一人で悩まず、まず、だれかに話してみて…。

Q園庭開放 毎週月～土曜日 10時～11時30分
遊具がたくさんあります。おうちの人と遊びに来てね。

Q育児電話相談　155－0061
毎週月～金曜日 10時～17時
ひとりで悩まないで！　保育士が相談に応じます。

12月の園開放　楽しい行事にいっしょに参加してね。

実施日時

１２月　２日（土）
10:00～11:30

１２月　９日（土）
10:00～11:30

活動内容

ぺったんぺったんおもちつき
地域のおばあちゃんと一緒におもちつきをします。つき
たてのおもちにきな粉やしょうゆをつけていただきます。

子育て講演会のお知らせ①

絵本は架け橋～ぴかぴか・きらきら・にこにこ～
講　師：平安女学院大学　　教授　金子眞理　先生
日　時：１１月１８日（土） １０：３０～１１：３０
場　所：長岡保育園ホール
★申込方法　　電話にて受け付けます。

※託児あります。申込時にその旨お伝えください。

やりたい事、話したい事
ワイワイ、ガヤガヤ　たのしく遊ぼう！

12月のめばえ活動 クリスマスお楽しみ会をしよう！
楽しい雰囲気の中で親子のふれあいや、子ども同士、親同士の交流を広げよう！

★めばえとは…生後～２歳児（Ｈ14.４.２～Ｈ15.４.１生まれ）
の未就園児親子を対象にした親子活動です。

実施日

１２月　１日（金）

１２月　５日（火）

１２月　８日（金）

１２月１２日（火）

１２月１５日（金）

会　　　場

息郷老人憩いの家

下 丹 生 集 会 所

和ふれあいセンター

筑 摩 蓮 沼 会 館

下多良区公民館

時　　　間

10:00～11:30
（受付 9：50～）
★参加のお申込みは
子育て支援センタ
ーあゆっこまで

と　き
５日（日）14時～
１２日（日）10時～
１６日（木）11時～
１９日（日）14時～
２２日（水）10時～　

■図書館の休館日…毎週月曜日と第４木曜日
■蔵書点検のための休館日（近江図書館）

…21日～25日
■問 山東図書館　1５５－４５５４
近江図書館　1５２－５２４６

いずれも予約不要、入場無料！お気軽にどうぞ。

掲載の児童書は、市内のすべての図書館（室）で
借りることができます。

『なまえはなあに？』
かさいまり　ぶん・え　アリス館

きょうりゅうの父さんと母さんに赤
ちゃんがうまれました。赤ちゃんの名
前はどうしようかと、月を見ながら、
朝日を見ながら、そして赤ちゃんの寝
顔を見ながら考えました。見れば見る
ほど、幸せな気持ちになり･･･。

ところ
山東図書室　おはなし室
伊吹薬草の里文化センター図書室
近江図書館　おはなしのへや
山東図書室　おはなし室
米原公民館図書室

日時と
場所

対　　　象

持 ち も の

申し込み先

１２月　６日（水）１０：００～１２：００Ａ
柏原生涯学習センター２Ｆ(旧中山道沿B＆Gを北へ)

１２月　８日（金）１０：００～１２：００
B 高番コミュニティーセンター
（365号線「高番」交差点を南へ50ｍ）

C
１２月１５日（金）１０：００～１２：００
ルッチプラザ　スタジオ310

未就園児とその保護者　　各３０組

水筒、Cの会場だけ靴を入れる袋

米原市子どもサポートセンター（山東庁舎）

1５５－８１１２　FAX５５－４０４０

子育て中のみなさんにちょっとステキな時間のプレゼントです！
親子で歌やリズム遊びを楽しみませんか？　
音の宅急便｢そよかぜ｣のコンサート、腹話術があります。

クリスマスお楽しみコンサート子育て講座⑤　
会場は３つあるよ。
ご都合のよい会場へどうぞ。
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お問い合わせ　市民部　滞納対策室（近江庁舎） 1５２－３１８９　5５２－６９３０
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人
を

本
部
員
と
す
る
「
市
税
等
滞
納
整
理
対
策

本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

本
市
の
合
併
前
に
お
け
る
16
年
度
末
の

旧
４
町
の
市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
滞

納
合
計
額
は
２
億
７
千
万
円
。
し
か
し
、

年
々
収
納
率
を
下
げ
、
17
年
度
末
に
は
３

億
１
千
万
円
と
な
り
、
そ
の
他
水
道
料
金
、

下
水
道
使
用
料
等
を
含
め
る
と
滞
納
額
は

約
４
億
円
に
上
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
本
部
員
が
二
人
１
組
と
な
り
、

15
年
度
以
前
の
滞
納
繰
越
金
に
つ
い
て
順

次
電
話
催
告
や
戸
別
訪
問
を
行
い
、
徴
収

を
行
う
予
定
で
す
。

市
税
等
の
滞
納
整
理

対
策
本
部
を
設
置

―
負
担
の
公
平
性
と

財
源
の
確
保
―

お問い合わせ　総務部　総務課（米原庁舎） 1５２－１５５２　　5５２－４４４７

９
月
１
日
、
今
年
８
月
に
市
民
の
署
名
と
と
も
に
核
保
有

５
カ
国
首
脳
に
届
け
た
「
平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
「
非

核
・
平
和
都
市
宣
言
文
」
に
対
し
、
英
国
外
務
省
よ
り
返
信

の
手
紙
が
市
長
に
届
き
ま
し
た
。

こ
の
手
紙
に
は
、次
の
よ
う
に
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

米
原
市
の
宣
言
文
を
興
味
深
く
読
み
、「
私
た
ち
は
”（
明

る
く
）
平
和
な
明
日
“の
た
め
に
尽
く
す
べ
き
だ
」
と
す
る

感
情
に
共
感
し
た
。
英
国
は
、
核
兵
器
の
必
要
と
さ
れ
な
い
、

よ
り
安
全
な
世
界
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、

核
拡
散
防
止
と
と
も
に
軍
縮
の
面
に
お
い
て
も
精
力
的
な
努

力
を
続
け
て
い
る
　
―
―
　
と
し
た
う
え
で
、

―
―
　
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
軍
縮
会
議
に
お
け
る
兵
器
用
核
分
裂
性

物
質
生
産
禁
止
条
約
の
交
渉
や
他
の
重
要
な
軍
縮
問
題
の
前

進
が
、
核
兵
器
か
ら
世
界
を
解
放
す
る
と
い
う
私
た
ち
の
目

標
に
向
け
た
極
め
て
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
だ
と
考
え
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
努
力
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
米
原
市
に
約
束
す

る
。
―
―

小
さ
な
ま
ち
か
ら
の
、
小

さ
な
歩
み
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
人
々
の
明
日
に
と
っ
て

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
、
若

者
た
ち
の
明
る
い
未
来
が
、

い
き
い
き
と
し
た
命
の
い
と

な
み
が
永
遠
に
続
く
こ
と
を

願
い
、
米
原
市
は
引
き
続
き

非
核
・
平
和
を
世
界
に
広
く

訴
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

英
国
か
ら
返
信
の
手
紙

―
核
兵
器
か
ら
世
界
を
解
放
す
る
た
め
に

努
力
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
―

お問い合わせ　総務部　人権協働課（米原庁舎） 1５２－６６２９　5５２－４５３９

９
月
22
日
、
米
原
公
民
館
で
市
民
40
人
が
参
加

し
て
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
入
門
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
座
で
は
、
市
内
４
つ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
紹
介

や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
会
場

か
ら
は
「
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
」
や
「
仲
間

の
呼
び
か
け
方
法
」、「
活
動
資
金
の
展
望
」
な
ど

に
つ
い
て
の
質
問
が
出
さ
れ
る
な
ど
活
発
な
情
報

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
し
た
「
中
山
間
地
域
の

再
生
と
自
立
」
を
テ
ー
マ
に
地
域
づ
く
り
を
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
す
る
「
曲
谷
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｓ

ロ

ハ

ス

倶
楽
部
」
の

宮
部
道
雄
さ
ん
（
梓
河
内
）
は
、「
行
政
と
の
協

働
」
に
つ
い
て
「
活
動
の
拠
点
・
サ
ポ
ー
ト
役
の

存
在
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
意
味
で
公
民
館
な
ど

の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。」
と
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｄ

フ

ィ

ー

ル

ド

」
の
高
見
啓
一
さ
ん
は
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
活
動
を
展
開
す
る
上
で
は
『
資
金
調
達
も
含

め
た
継
続
性
の
確
保
』
が
課
題
で
あ
り
、『
活
動

と
出
会
い
が
並
行

し
た
仲
間
づ
く

り
』
が
大
切
。
協

働
に
は
こ
の
側
面

を
考
慮
し
た
サ
ポ

ー
ト
が
必
要
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。」

と
講
座
を
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

協
働
の
あ
り
方
と
は

―
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が

入
門
講
座
で
語
り
合
う
―

こ

対
象
と
な
る
税
・
公
共
料
金
等

市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
保

育
所
保
育
費
用
、
介
護
保
険
料
、

水
道
料
金
、
下
水
道
使
用
料
等
、

住
宅
家
賃
、
住
宅
新
築
資
金
等
貸

付
金
、
有
線
放
送
電
話
使
用
料
　
　

ほ
か
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緊急事態に対処できる体制を整える

米原市
国民保護計画（案）

パブリック・コメント（市民意見）
を募集します

市政トピックス

国民保護計画は、弾道ミサイルなどの武力攻撃事態、
大規模テロなどの緊急対処事態、核・生物・化学兵
器などのＮＢＣ攻撃を対象としています。

市
で
は
、「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け

る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る

法
律
」（
国
民
保
護
法
）
に
基
づ
く
市
の

国
民
保
護
計
画
を
作
成
す
る
た
め
、
そ
の

案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
市
域
の
国
民
を
保
護

す
る
た
め
の
措
置
の
総
合
的
な
推
進
や
実

施
す
る
た
め
の
体
制
に
関
す
る
こ
と
な

ど
、
法
律
に
規
定
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て

定
め
ま
す
。
こ
の
計
画
に
つ
い
て
、
あ
な

た
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
背
景

世
界
各
地
で
発
生
し
て
い
る
テ
ロ
な
ど

の
新
た
な
危
機
に
備
え
、
緊
急
事
態
に
対

処
で
き
る
体
制
を
整
え
る
た
め
、
平
成
15

年
６
月
に
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る

我
が
国
の
平
和
と
独
立
な
ら
び
に
国
お
よ

び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」

（
事
態
対
処
法
）
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ

う
し
た
武
力
攻
撃
な
ど
か
ら
、
国
民
の
生

命
や
身
体
、
財
産
を
保
護
し
、
国
民
生
活

な
ど
に
及
ぼ
す
影
響
を
最
小
限
に
す
る
た

め
、
平
成
16
年
６
月
に
「
武
力
攻
撃
事
態

等
に
お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置

に
関
す
る
法
律
」（
国
民
保
護
法
）
が
成

立
し
ま
し
た
。

こ
の
法
律
に
基
づ
き
、平
成
16
年
度
に
国

の「
国
民
の
保
護
に
関
す
る
基
本
指
針
」、平

成
17
年
度
に
県
の「
国
民
保
護
計
画
」が
作

成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
に
基
づ
く

「
米
原
市
国
民
保
護
計
画
」を
作
成
し
ま
す
。

■
想
定
す
る
事
態

市
計
画
で
は
、
県
国
民
保
護
計
画
に
お

い
て
想
定
さ
れ
て
い
る
、
我
が
国
に
対
す

る
武
力
に
よ
る
攻
撃
「
武
力
攻
撃
事
態
」、

大
規
模
テ
ロ
な
ど
の
「
緊
急
対
処
事
態
」

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
殊
な

対
応
が
必
要
と
な
る
「
Ｎ
Ｂ
Ｃ
攻
撃
（
災

害
）
」
（N

u
c
le
a
r

「
核
」B

io
lo
g
ic
a
l

「
生
物
」

C
h
em
ica
l

「
化
学
」
の
略
で
、

い
わ
ゆ
る
放
射
線
物
質
や
生
物
剤
、
化
学

剤
に
よ
る
攻
撃
や
災
害
の
こ
と
）
に
つ
い

て
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

〈
武
力
攻
撃
事
態
の
４
類
型
〉

①
着
上
陸
侵
攻

②
ゲ
リ
ラ
や
特
殊
部
隊
に
よ
る
攻
撃

③
弾
道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃

④
航
空
機
に
よ
る
攻
撃

〈
緊
急
対
処
事
態
の
４
類
型
〉

①
原
子
力
事
業
所
等
の
破
壊
、
石
油
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
の
爆
破
等

②
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
や
列
車
の
爆
破
等

③
炭
疽そ

菌
や
サ
リ
ン
の
大
量
散
布
等

④
航
空
機
に
よ
る
自
爆
テ
ロ
等

〈
Ｎ
Ｂ
Ｃ
攻
撃
（
災
害
）〉

①
核
兵
器
等
に
よ
る
攻
撃
や
災
害

②
生
物
兵
器
に
よ
る
攻
撃
や
災
害

③
サ
リ
ン
な
ど
の
化
学
兵
器
に
よ
る
攻

撃
や
災
害

■
計
画
の
概
要

〈
第
１
編
　
総
論
〉

市
の
責
務
や
計
画
の
位
置
付
け
、
国
民

保
護
の
措
置
の
基
本
指
針
、
計
画
の
変
更

手
続
き
な
ど
、
こ
の
計
画
の
基
本
と
な
る

事
項
を
定
め
ま
す
。

基
本
的
人
権
の
尊
重
、
正
確
で
適
切
な

情
報
提
供
、
他
の
公
共
機
関
等
と
の
連
携

体
制
の
整
備
、
国
民
へ
の
協
力
要
請
や
消

防
団
・
自
主
防
災
組
織
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
へ
の
支
援
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど

へ
の
配
慮
、
国
民
保
護
措
置
に
従
事
す
る

人
の
安
全
の
確
保
な
ど

〈
第
２
編
　
平
素
か
ら
の
備
え
や
予
防
〉

市
の
組
織
や
体
制
の
整
備
、
避
難
・
救
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援
・
武
力
攻
撃
災
害
に
関
す
る
普
段
か
ら

の
備
え
、
啓
発
の
在
り
方
な
ど
を
定
め
ま

す
。市

職
員
の
参
集
基
準
や
連
絡
手
段
の
確

保
、
国
民
の
権
利
や
利
害
救
済
の
た
め
の

速
や
か
な
手
続
き
、
消
防
機
関
と
の
体
制
、

警
察
や
関
係
機
関
と
の
連
携
、
通
信
の
確

保
、
情
報
収
集
・
提
供
な
ど
の
体
制
整
備
、

普
段
の
研
修
や
訓
練
、
避
難
や
救
援
な
ど

の
備
え
、
物
資
や
資
材
の
備
蓄
、
啓
発
な

ど〈
第
３
編
　
武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処
〉

初
動
体
制
や
措
置
、
警
報
の
伝
達
と
避

難
住
民
の
誘
導
、
安
否
情
報
や
被
災
情
報

の
収
集
、
武
力
攻
撃
災
害
へ
の
対
処
な
ど
、

国
民
の
保
護
に
関
す
る
措
置
が
必
要
に
な

っ
た
場
合
の
対
処
に
つ
い
て
定
め
ま
す
。

速
や
か
な
初
動
連
絡
体
制
の
確
立
と
措

置
、
対
策
本
部
の
設
置
、
関
係
機
関
の
連

携
、
警
報
や
避
難
指
示
、
避
難
住
民
の
誘

導
、
救
援
、
安
否
情
報
や
被
災
情
報
の
収

集
・
提
供
、
武
力
攻
撃
災
害
へ
の
対
処
と

応
急
措
置
、
保
健
衛
生
の
確
保
、
生
活
基

盤
や
物
資
の
安
定
と
確
保
な
ど

〈
第
４
編
　
復
旧
等
〉

応
急
復
旧
や
国
民
保
護
措
置
の
費
用
負

担
な
ど
を
定
め
ま
す
。

被
害
の
拡
大
防
止
と
被
災
者
の
生
活
確

保
を
最
優
先
に
し
た
公
共
施
設
や
通
信
機

器
の
復
旧
、
損
失
・
損
害
補
償
な
ど

〈
第
５
編
　
緊
急
対
処
事
態
へ
の
対
処
〉

こ
の
計
画
は
、
武
力
攻
撃
事
態
へ
の
対

処
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
が
、
国
民
保

護
の
規
定
に
基
づ
き
「
事
態
対
処
法
」
第

25
条
第
１
項
に
規
定
さ
れ
る
緊
急
対
処
事

態
に
つ
い
て
も
、
武
力
攻
撃
事
態
に
準
じ

て
対
処
す
る
こ
と
を
定
め
ま
す
。

緊
急
対
処
事
態
が
発
生
し
た
場
合
の
対

処
の
方
法
、
警
報
の
通
知
、
伝
達
な
ど

■
米
原
市
の
地
域
特
性
を
考
慮

こ
の
ほ
か
、
素
案
の
中
で
は
、
市
の
地

域
特
性
を
考
慮
し
て
、
次
の
点
に
留
意
し

て
い
ま
す
。

①
琵
琶
湖
に
面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水

源
地
対
策
の
留
意
点
、
湖
上
で
の
利
用

者
の
避
難
対
策
、
湖
上
輸
送
お
よ
び
船

舶
の
活
用
に
つ
い
て
記
述
し
ま
し
た
。

②
京
阪
神
、
中
京
圏
、
北
陸
圏
を
結
ぶ
交

通
の
要
衝
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
幹
線
道

路
の
代
替
輸
送
網
の
確
保
、
災
害
時
の

物
流
供
給
シ
ス
テ
ム
の
整
備
等
に
つ
い

て
記
述
し
ま
し
た
。

③
隣
接
県
に
原
子
力
事
業
所
が
所
在
す
る

た
め
、
武
力
攻
撃
原
子
力
災
害
へ
の
対

応
の
留
意
点
に
つ
い
て
記
述
し
ま
し

た
。

パブリック・コメント（市民意見）を募集しています！
募集期間：11月１日（水）～12月１日まで（金）

この案に対するパブリックコメント（市民意見）を募集しています。
今後、市民の皆さんから寄せられるご意見等を参考に、米原市国民保護計画を策定します。
■案 の 閲 覧 場 所　市役所各庁舎・各市立図書館「情報プラザ」、各行政サービスセンター、

市の公式サイト（ホームページ）http://www.city.maibara.shiga.jp/
■意見等の提出方法 閲覧場所への直接持参、郵送、FAX、Ｅメール
■意見等の提出先 【郵送】〒521-8601 米原市顔戸488－3 米原市役所　防災安全課

【FAX】52－6930 【Ｅメール】bousai@city.maibara.shiga.jp
※匿名による意見等は受付することができません。必ず、氏名・住所・連絡先を明記してください。

パブリック・コメント　国民保護計画（案）
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11月は児童虐待防止推進月間です■

ＳＯＳ　子どもの命と安全

児童虐待は、重大な人権侵害です
子どもと家庭を地域で支えるために

虐ぎ
ゃ
く

待
は
、
だ
れ
も
に
身
近
な
問
題

あ
な
た
の
勇
気
が
子
ど
も
を
救
う

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
！

児童虐待とは？

子
ど
も
を
守
り
、
虐
待
を
未

然
に
防
ぐ
に
は
地
域
の
皆
さ
ん

の
力
が
必
要
で
す
。
家
庭
で
、

し
か
も
子
ど
も
を
守
る
べ
き
大

人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
虐
待
は
、

本
当
に
見
え
に
く
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
ど
の
ケ
ー
ス
に
お
い

て
も
必
ず
そ
の
兆
候
が
現
れ
て

い
ま
す
。「
い
つ
も
子
ど
も
が
泣

い
て
い
る
」
な
ど
と
い
っ
た
状

態
は
、子
ど
も
か
ら
の
必
死
の
Ｓ

Ｏ
Ｓ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
虐
待
で
は
？
」
と
思
っ
た
け

れ
ど
、「
も
し
間
違
っ
て
い
た
ら
」

と
か
「
連
絡
し
た
こ
と
が
わ
か

る
と
後
が
大
変
で
は
」
と
考
え
、

た
め
ら
っ
て
し
ま
う
…
こ
の
小

さ
な
「
た
め
ら
い
」
が
実
は
大

き
な
分
か
れ
目
と
な
る
の
で
す
。

「
ひ
ょ
っ
と
し
て
」
と
感
じ
た
ら

迷
わ
ず
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。市

で
は
、
通
報
い
た
だ
い
た
方
に

ご
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
慎

重
に
対
処
し
ま
す
の
で
、何
よ
り

も
「
子
ど
も
の
立
場
・
か
け
が

え
の
な
い
命
」
を
最
優
先
に
お

願
い
し
ま
す
。
通
告
者
の
秘
密

は
必
ず
守
ら
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
勇
気
が
子
ど
も
を

救
う
の
で
す
。

子
ど
も
を
め
ぐ
る
深
刻
な
ニ

ュ
ー
ス
が
毎
日
の
よ
う
に
報
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
失
わ
れ
た
か

け
が
え
の
な
い
命
を
救
う
方
法

が
あ
っ
た
の
で
は
…
そ
う
思
う

と
、
何
と
も
悲
し
く
、
悔
し
く

て
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
の
事
件
は
、
ど
こ
か
遠
い
と

こ
ろ
の
話
で
、
私
た
ち
の
身
近

で
は
起
こ
り
得
な
い
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
か
？

子
ど
も
が
一
番
安
心
で
き
、

家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て

豊
か
な
心
を
育
む
の
が
家
庭
で

す
。
そ
の
家
庭
で
虐
待
事
件
が

起
こ
る
度
に
「
な
ぜ
、
自
分
の

子
を
？
」
と
い
う
疑
問
が
投
げ

か
け
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
虐

待
は
特
別
な
人
が
起
こ
す
特
別

な
こ
と
と
考
え
る
の
は
間
違
い

で
す
。
置
か
れ
た
環
境
に
よ
っ

て
は
、
ど
こ
に
で
も

だ
れ
に
で

も
起
こ
り
得
る
…
そ
れ
が
児
童

虐
待
で
す
。

子
ど
も
が
言
う
こ
と
を
き
か

な
い
、
子
ど
も
と
ど
う
接
し
た

ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
な
ど
、

子
育
て
の
重
荷
を
一
人
で
抱
え

込
ん
で
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
？

悩
ん
で
い
る
の
は
あ
な
た
一
人

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悩
み

を
人
に
話
す
だ
け
で
も
ず
い
ぶ

ん
気
持
ち
が
楽
に
な
り
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
の

た
め
に
、
あ
な
た
の
た
め
に
。

【児童虐待に関する相談・通告】
◎市役所　こども課（山東庁舎）
1５５‐８１０４
◎彦根子ども家庭相談センター　
1０７４９-２４-３７４１

【子育てに関する相談】
◎市役所　子ども家庭相談室　
1５５-８１２３
◎ 子育て支援センターあゆっこ
（米原中保育園）1５２-１１１４
◎ 子育て支援センター寺子屋
（長岡保育園）1５５-００６１

身体的虐待 性的虐待

ネグレクト 心理的虐待

食事、風呂、衣服など
の世話をせず放置する、
車内に放置する など

言葉でおどす、
無視する、

子どもの前でのDV など

せっかん、暴力、
お湯をかける など

性的いたずら、
性関係の強要 など
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子
ど
も
を
地
域
で
守
り
育
て
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

11
月
は
「
滋
賀
県
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
」
で
す

「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
通
し
て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取
り
組
も
う

市
で
は
現
在
、「
米
原

市
子
ど
も
家
庭
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
結
成

し
、
子
ど
も
に
関
わ
る

機
関
・
団
体
が
手
を
つ

な
ぎ
、
児
童
虐
待
防
止

の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
子
育
て
や

保
育
・
教
育
を
め
ぐ
る

課
題
は
、
児
童
虐
待
に

と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
不

登
校
・
ひ
き
こ
も
り
、

非
行
・
問
題
行
動
、
軽

度
発
達
障
害
な
ど
、
ま

す
ま
す
深
刻
化
・
複
雑

化
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
子
ど
も
と
家
庭
に

関
わ
る
様
々
な
課
題
に

総
合
的
に
対
応
し
て
い

く
た
め
、
よ
り
充
実
し

た
関
係
機
関
・
団
体
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

「
米
原
市
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
」
の
設

置
を
計
画
（
平
成
19
年

４
月
）
し
て
い
ま
す
。

朝
、
笑
顔
で
「
お
は
よ
う
」
と
声
を
か

け
ら
れ
た
ら
、
き
っ
と
気
持
ち
の
よ
い
１

日
を
過
ご
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

あ
い
さ
つ
は
次
の
会
話
を
生
み
出
す
き

っ
か
け
と
な
る
言
葉
で
あ
り
、
相
手
を
思

い
や
る
心
も
伝
え
ま
す
。
あ
い
さ
つ
を
交

わ
す
こ
と
で
お
互
い
の
信
頼
関
係
も
生
ま

れ
ま
す
。

今
年
度
は
、
米
原
市
全
体
で
あ
い
さ
つ

運
動
の
取
り
組
み
を
展
開
し
、
11
月
１
日

（
水
）
に
は
、
市
内
各
地
で
「
あ
い
さ
つ
運

動
」
を
実
施
し
ま
す
。

家
庭
で
・
地
域
で
・
学
校
で
・
職
場
で
、

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
も
が
日
常

的
な
あ
い
さ
つ
を
自
然
に
交
わ
せ
る
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

健康福祉部 こども課・次世代支援対策室（山東庁舎） 1５５ー８１０４　5５５ー４０４０

ご参加ください
米原市青少年育成大会

次代を担う青少年が、今を充実して生き、夢と希望を持
って心豊かに、健やかに育ち、自立した責任感のある大人
に成長することは市民の願いです。
さまざまな活動や人とのふれあいを通して感じた子ども

たちの意見や主張、考えに耳を傾けてみませんか？　
市民のみなさんのご参加をお待ちしています。

日時　11月18日（土）13:30～
場所　近江公民館ときめきホール

★オープニング
（高校生５人のグループ「リミットプラス」のブレイクダンス）
★米原市青少年育成顕彰表彰
★活動発表（西番場公民館の取り組み）
★意見発表

坂田小学校　　木村　美香 さん「わたしの家族」

大原小学校　　細川　優衣
ゆ い

さん「笑顔あふれる家族」

米原中学校　　田
た

邊
なべ

愛
あい

さん「ボランティア体験を通して学んだこと」

河南中学校　　三田村かおり さん「福祉体験を通して学んだこと」

大東中学校　　猪
い

飼
がい

さやか さん「カモンカンパニーに参加して」

柏原中学校　　中野　　恵理
え り

さん「「ことば」の力」

双葉中学校　　加
か

澤
ざわ

直子 さん「私と母」

伊吹山中学校　吉川　　千
ち

尋
ひろ

さん「誰もが幸せに暮らせる世の中に」

東草野中学校　谷川　　大作 さん「後継者」
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能登瀬の山津照神社と顔戸の日撫神社で
恒例の秋祭り「奉納角力」が行われました。
この奉納角力は、鎌倉時代、湖北の地を訪
れた後鳥羽上皇に披露したのが始まりとさ
れ、毎年行われています。今年も、日撫神
社では、家族や見物客が見守る中、色鮮や
かな化粧まわしをつけた力士による伝統の
「角力おどり」が披露されました。

山津照神社・日撫神社
奉納角力

す も う

に大歓声（９／11、９／18）

一豊と千代の時代を再現！　時代まつり行列盛大に（９／16～18）

▲はっけよい、のこった！

▲伝統的な角力おどり

ルッチ大学・大学院で公開講座
穂
ほ

坂邦
さ か く に

夫
お

氏が語る「市民の自立」（９／24）
まちづくり大学『ルッチ大学』に昨年入学した３期生と大学院生の皆さん

の１年次終業式が行われました。この日は前志木市長の穂坂邦夫氏による
「市民の自立」と題した公開講座が開かれました。講演で穂坂氏は「市民は市
のオーナー。納めた税がどのように活かされているかに関心を持つべきです。
国のピンチは地方の自立に絶好のチャンス。市民の自立こそ安全で豊かな地
域の創造につながります」と話されました。
聴講した学生は10月から始まる２年目の課程に向け意欲を高めました。

古くから農地や地域の人々の暮らしを潤してきた泉神社の名水
はミネラルを多く含み、おいしいと評判で、毎日県内外から多く
の人がこの水を求めて訪れます。伊吹山を長い時間をかけて流れ、
湧き出る水の量はなんと１日に約4500トン。この日、神社の周
辺整備竣工記念のお祝いを兼ねた『湧々まつり』が盛大に開催さ
れました。自然の恵みに感謝し、区民相互の心の絆を深める催し
となりました。

名水百選　大清水・泉神社周辺で
『湧々

わくわ く

まつり』（10／１）

▲穂坂氏の講演に熱心に耳を傾けて

新しく完成した水汲み場s

▲一豊役には平尾市長 ▲秋の宇賀野路をゆく時代行列

▲孫作音頭のステージ披露 ▲輿
こし

に揺られる千代役の子どもたち
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大野木・朝日で豊作に感謝する太鼓踊り（10／８・９）

▲庭園跡を照らす三千灯のあかり

伊吹ふれあい体育祭　
秋空の下でヨーイドン！（10／８）

伊吹山を見上げる伊吹第１グラウンドで、地域をあげての体育祭が開か
れました。
この体育祭は、旧伊吹町で伝統の催しとして44回続けられてきましたが、
合併を機にその歴史に幕を閉じ、今年、地域の皆さんの再開への熱い思い
が実り、２年ぶりに開催されたものです。
参加した皆さんからは「スポーツを通して地域の絆を広げ、深めていき

たいですね。」などの声も聞かれ、みんなでさわやかな汗を流しました。
▲元気いっぱいにかけっこ

▲気分は運転手！

新幹線高速試験車両の一般公開に
5,000人（10／７・８）

２日間にわたって開催された一般公開では、保存されている３台の試験
車両（300Ｘ・ＳＴＡＲ21・ＷＩＮ350）の内部を見学しようと、車両の
前に長蛇の列ができました。試験車両は、今年の夏に創立10周年を迎えた
（財）鉄道総合技術研究所に保存されているもので、これまでから年に１回
程度公開されています。
見学では運転席にも試乗することができ、運転手気分を味わう子どもた

ちのとびきりの笑顔を写真に収めようと、カメラを持った親子連れの姿が
多く見られました。

晴れわたる秋空のもと、豊作に感
謝する舞、県指定無形民俗文化財
『大野木豊年太鼓踊』と国選択無形民
俗文化財『朝日豊年太鼓踊』が、大
野木・八相宮、朝日・八幡神社でそ
れぞれ奉納されました。水不足に苦
しむ村人たちが神に雨乞いし、踊っ
たのが始まりとも伝えられるこの踊
りは、地域の貴重な郷土芸能として、
今も大切に守り継がれています。
鐘と笛、太鼓の響きに、互いに支

え合いながら生きた、先人たちの暮
らしの営みがよみがえります。

お詫びと訂正
広報まいばら10月１日号の裏表紙に掲載
の大野木と朝日の太鼓踊について、写真が
逆でしたのでお詫びして訂正します。

三千のあかりに包まれた戦国庭園　
上平寺で戦国浪漫のゆうべ（10／７）

上平寺にのこる武家屋敷庭園「京極氏庭園跡」で平成14年の開催以降、今
年で５回目を迎える『戦国浪漫のゆうべ』が開催されました。
ふるさとにのこる大切な歴史的遺産をまちづくり

に活かしたいと、上平寺のまちづくり推進委員会が
中心となり、「庭園が語る戦国のくらしと文化」と題
した講演会やコンサートなどが行われました。夕暮
れには、苔むした夜の庭園跡に柔らかなあかりが灯
され、見物客を幻想の世界へと誘いました。

大野木 朝　日
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「
い
き
い
き
お
う
み
」は
、広

域
化
し
た
行
政
の
な
か
で
『
地

域
で
で
き
る
こ
と
は
地
域
で
工

夫
す
る
。
そ
れ
で
も
で
き
な
い

こ
と
は
行
政
・
社
協
等
に
支
援

を
求
め
て
課
題
解
決
に
向
か

う
。』を
理
念
に
、そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
分
担
に
応
じ
た
地
域
協
働

型
社
会
を
築
く
た
め
、
住
民
主

体
の
自
治
会
活
動
を
支
援
し
、

地
域
自
治
の
課
題
を
解
決
す
る

こ
と
を
目
的
に
設
立
し
ま
し

た
。
昨
年
９
月
に
県
知

事
か
ら
特
定
非
営
利
活

動
法
人
の
認
証
を
受
け

て
、近
江
地
域
を
拠
点
に

自
治
会
と
行
政
・
社
協

等
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

ま
た
こ
れ
ま
で
地
域
で

培
っ
て
き
た
ま
ち
づ
く

り
を
継
続
・
発
展
さ
せ

る
よ
う
、
地
域
自
治
会
と
と
も

に
米
原
市
全
体
に
広
が
る
よ
う

な
活
動
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

◎
行
政
各
種
分
野
説
明
会

◎
地
域
福
祉
会
・
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
の
連
絡
調
整
活
動

◎
地
域
見
直
し
絆き

ず
な

づ
く
り
推
進
　

(

防
災
・
安
全
・
安
心
マ
ッ
プ)

◎
情
報
提
供
広
報
活
動

◎
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
研
修
会

◎
生
活
環
境
の
研
修
会

◎
夢
の
ふ
く
ら
む
元
気
な
自
治

会
活
動
研
修
会

◎
先
進
地
視
察
研
修

◎
ま
ち
づ
く
り
結
果
報
告
会

◎
福
祉
・
環
境
・
ま
ち
づ
く

り
・
施
設
管
理
部
会
活
動

◎
総
務
調
整
委
員
会(

正
副
理

事
長
・
各
部
会
長
等)

の
開

催
◎
近
江
区
長
会
会
議
の
開
催

◎
自
治
活
動
推
進
意
見
交
換
会

伝
統
工
芸
や
文
化
諸
活
動
の

推
進
、
地
域
文
化
の
向
上
、
地

域
特
産
品
等
の
情
報
発
信
と
住

民
交
流
の
活
性
化
に
よ
る
産
業

の
振
興
を
図
る
目
的
で
設
置
さ

れ
た
『
近
江
母
の
郷
文
化
セ
ン

タ
―
』
の
指
定
管
理
者
と
し
て

運
営
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

地
方
分
権
が
進
み
、
国
や
地

方
も
深
刻
な
財
政
難
で
す
。

『
行
政
に
何
と
か
‥
行
政
が
や

る
べ
き
‥
』
な
ど
、
行
政
依
存

の
時
代
は
も
う
過
ぎ
去
り
、
行

政
が
や
る
べ
き
こ
と
と
、
住
民

自
ら
が
や
る
べ
き
こ
と
を
明
確

に
し
て
、
自
分
た
ち
や
地
域
で

出
来
る
こ
と
は
『
自
分
た
ち
で

や
る
』
と
い
う
強
い
意
識
を
持

っ
て
取
り
組
む
時
代
と
な
り
ま

し
た
。

「
い
き
い
き
お
う
み
」は
行
政

や
社
協
等
と
の
中
間
支
援
団
体

と
し
て
、
ま
た
地
域
み
ん
な
の

創
意
と
工
夫
で
取
り
組
ま
れ
る

個
性
あ
る
地
域
自
治
会
活
動
を

支
援
す
る
法
人
と
し
て
、新
し
い

地
域
協
働
型
社
会
の
潤
滑
油
と

な
る
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

特定非営利活動法人 いきいきおうみ NPO DATA File.004

地
域
の
魅
力
を
つ
む
ぎ
、

発
信
す
る
拠
点
に

い
き
い
き
お
う
み
が

強
く
訴
え
る
こ
と

住
民
主
体
の地域

自
治
活
動
は

地
域
自
治
活
動
を
担
う

人
材
育
成
活
動
は

ま
ち
づ
く
り
施
策
お
よ
び

福
祉
サ
―
ビ
ス
向
上
の

提
言
活
動
は

い
き
い
き
お
う
み
の

め
ざ
す
も
の

■事業内容
・住民主体の地域自治活動に対する支援
・住民主体の地域自治活動を担う人材育成
・行政や関係機関のまちづくり施策および
福祉サ－ビス向上のための提言
・そのほかこの法人の目的達成ための事業
■会員数（正会員61名 賛助会員1840名）
理事長 山口徹ほか理事21名 監事2名
■問い合わせ　152-8851 552-8852
■活動の場所　米原市顔戸21-1
地域福祉センター「やすらぎハウス」

t“絆”マップの作成
安全・安心のコミュニティづくり　

▲ほおずき作業所にて
“にこにこ屋台”を出店

▲大盛況の『おふくろ市』。地元新鮮野菜
がいっぱい（近江母の郷文化センター）

2005年
4月 近江区長会に設立提案

区長・社協理事・民生委員・福祉推進員合
同会議で設立趣旨説明

5月 設立準備委員会を発足
6月 いきいきおうみ設立総会
NPO法人設立申請

9月 NPO法人として県知事認証、設立登記完了
近江母の郷文化センタ－指定管理者の指定
を受け、管理運営を行う　

10月 本法人の特定非営利活動を開始する

地
域
の
協
働
を
応
援
し
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た
い
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11
月
、
赤
や
黄
色
に
染
ま
る
木
々
が
目
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。米

原
市
内
に
は
歴
史
的
な
言
い
伝
え
を
残

す
古
木
や
、
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
め
ず
ら
し
い
樹
木
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
樹
木
を
た
ず
ね
て
、
秋
を
満
喫
さ

れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

了
徳
寺
境
内
に
周
囲
四
メ
ー
ト
ル
、
樹
高

二
〇
メ
ー
ト
ル
、
樹
齢
一
六
五
年
と
推
定
さ

れ
る
イ
チ
ョ
ウ
の
雌
株
の
大
木
が
あ
り
ま

す
。
毎
年
ほ
と
ん
ど
は
正
常
な
銀
杏

い
ち
ょ
う

を
つ
け

ま
す
が
、
一
部
は
葉
面
上
に
生
ず
る
の
で
、

オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

イ
チ
ョ
ウ
は
雌
雄
異
株
で
あ
り
、
オ
ハ
ツ

キ
に
は
雄
株
で
葉
辺
に
葯や

く

を
つ
け
る
も
の

と
、
雌
株
で
葉
面
上
や
葉
縁
に
種
子
を
つ
け

る
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。

七
〇
段
余
り
の
急
な
石
段
の
両
側
に
そ
び

え
立
つ
、
樹
齢
四
〇
〇
年
以
上
と
い
わ
れ
る

一
七
本
の
薩さ

つ

摩ま

杉
。
長
浜
城

主
の
頃
か
ら
こ
の
神
社
を
崇

敬
し
て
い
た
豊
臣
秀
吉
が
、

大
阪
に
移
っ
て
か
ら
も
安
産

の
祈
願
を
し
た
と
こ
ろ
、

秀
頼

ひ
で
よ
り

が
生
ま
れ
た
の
で
、
そ

の
お
礼
と
し
て
植
え
ら
れ
た

も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

壮
観
の
一
語
に
尽
き
ま
す
。

長
岡
神
社
の
鳥
居
前
に
そ

び
え
立
ち
、
樹
齢
数
百
年
を

数
え
る
公
孫
樹
。
幹
周
り
六
・
七
五
メ
ー
ト

ル
、
樹
高
は
三
〇
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
巨
木

で
す
。

幹
の
中
程
に
「
銀
杏

い
ち
ょ
う

の
乳
」
と
呼
ば
れ
る

こ
ぶ
が
垂
れ
下
が
り
、
長
い
年
月
の
な
が
れ

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

徳
源
院
へ
向
か
う
右
手
に
、
枝
が
垂
れ
下

が
り
、
樹
の
内
部
は
空
洞
化
し
な
が
ら
も
凛

と
そ
び
え
立
つ
イ
ブ
キ
の
老
樹
が
あ
り
ま

す
。
幹
周
り
四
・
八
メ
ー
ト
ル
、
樹
高
約
一

〇
メ
ー
ト
ル
を
測
り
、
樹
齢
は
七
〇
〇
年
を

超
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
を
治
め
た
京
極
氏
が
伊
吹
山
か
ら

一
株
の
苗
木
を
投
げ
、
そ
の
着
地
点
を
墓
地

に
定
め
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
こ
こ
ま
で
飛

ん
で
き
た
の
が
こ
の
木
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
の
地
は
、
京
極
八
世
の
高
光

た
か
み
つ

が
建

て
た
勝
願

し
ょ
う
が
ん

寺じ

の
境
内
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
。
因

み
に
、
京
極
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
清
滝
寺
徳

源
院
は
勝
願
寺
と
目
と
鼻
の
先
に
あ
り
ま

す
。西

山
集
落
の
南
端
、
王
街
道
と
呼
ば
れ
る

地
に
そ
び
え
る
老
樹
で
す
。
幹
周
り
七
・
三

メ
ー
ト
ル
、
樹
高
約
十
一
メ
ー
ト
ル
を
測
り
、

樹
齢
は
七
〇
〇
年
を
超
え
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
楓
は
台
風
な
ど
で
折
れ
、
樹
の
内
部

は
空
洞
化
し
て
い
ま
す
が
、
数
百
年
の
星
霜

せ
い
そ
う

を
し
の
ば
せ
る
迫
力
と
風
格
が
感
じ
ら
れ
ま

す
。

こ
の
イ
チ
ョ
ウ
は
、
上
板
並
の
姉
川
の
対

岸
に
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
諏
訪
神
社
の
御ご

神
木

し
ん
ぼ
く

で

す
。
根
元
の
周
囲
約
七
メ
ー
ト
ル
、
木
の
高

さ
は
約
一
三
メ
ー
ト
ル
、
枝
の
張
り
は
約
二

〇
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
こ
の
巨
木
は
、
樹
齢
約

三
〇
〇
年
と
も
六
五
〇
年
と
も
推
定
さ
れ
る

名
木
で
す
。
こ
の
木
の
幹
に
は
大
小
二
二
個

の
乳
房
状
の
コ
ブ
が
あ
り
ま
す
。
コ
ブ
は
最

も
長
い
も
の
で
約
二
メ
ー
ト
ル
。
そ
の
太
さ

は
一
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
コ
ブ
を

削
っ
て
煎せ

ん

じ
て
飲
む
と
お
乳
が
よ
く
で
る
と

い
う
こ
と
で
、
お
参
り
す
る
人
が
絶
え
ず

「
乳
宮

ち
ち
み
や

さ
ま
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

紅
葉
の
秋ま

い
ば
ら
名
木
め
ぐ
り

米
原
市
の
　
歴
史
・
文
化
財
　
を
歩
く
○21

▲長岡神社のイチョウ

▲樹齢700年を超えるといわれる清滝のイブキ

了
徳
寺
の
オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ（
醒
井
）

柏
槙
（
清
滝
）

八
幡
神
社
杉
並
木
（
西
山
）

公
孫
樹
（
長
岡
）

い
ち
ょ
う

い
ぶ
き

欅
（
西
山
）

け
や
き

乳
銀
杏
（
上
板
並
）

ち
ち
い
ち
ょ
う
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道の駅「近江母の郷」
開館６周年記念感謝祭 ＆
近江母の郷フリーマーケット
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日時s11月23日（木・祝）
10時～15時
※ 雨天決行

場所s道の駅・近江母の郷（宇賀野）
内容s特設テント村を開設（地元新

鮮野菜や加工食品などの販
売）／おはぎの振る舞い
（10時～・14時～）／フリ
ーマーケット

※フリーマーケットの出展店を募集
中です。くわしくは下記までお問
い合わせください。

■問 近江母の郷文化センター
1 52－5177 5 52－5178

人権・行政・心配ごと等、市民の
みなさんのあらゆる相談に応じます。
相談は無料で、秘密は厳守されます。
時間はいずれも10時～正午まで。

■問 社会福祉協議会　本所
1 54－3105 5 54－3106

市では、結婚相談所を「毎月第
２・第４木曜日」に開設しています。
お気軽にご相談ください。相談は無
料です。
日時s11月9日（木）

13時30分～16時
※11月23日（木）は祝日のため開設
しません。
場所s米原市役所　山東庁舎
■問 市 農村振興課（伊吹庁舎）
1 58－2228 5 58－1719

社会福祉協議会では、支援を必要とする人たちが住み慣れたまちで安心して暮らすことができるように、地域の
みなさんのご協力により集められる「歳末たすけあい募金」を、次の基準により配分します。
該当される方は、申請によりお申込みください。

〈基 準 日〉 配分は、平成１８年１１月１日現在の状況を基準とします。
〈申請方法〉 申請書は、社協各支所および民生委員児童委員宅にありますので、必要事項をご記入のうえ、必ず担当

する民生委員児童委員を経由して、最寄りの社協各支所に提出してください。
なお、施設の申請方法については、直接社協各支所へお問い合わせください。

〈申込期間〉 １１月１日（水）～１１月２１日（火）
〈お問い合わせ〉 米原市社会福祉協議会

伊吹支所／米原市春照５６　　　　伊吹健康プラザ愛らんど内　　　　　　1５８－１７７０
山東支所／米原市野一色１１８４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1５５－２３６５
近江支所／米原市顔戸２１－２　　地域福祉センターやすらぎハウス内　　1５２－４３９３
米原支所／米原市三吉５７０　　　地域福祉センターゆめホール内　　　　1５４－３１１０

平成18年度　歳末たすけあい募金配分
～該当される方はお申込みください～

ひとり暮らし高齢者

身体障がい児者

知的障がい児者

精神障がい者

ひとり親世帯

低所得者世帯

施設

申請にあたっての
留意事項

市内在住の満７１歳以上のひとり暮らしの方

市内在住の身体障害者手帳１級または２級を保持している方
で、日常生活を営む上で不自由のある方
市内在住の知的障がいのある方
※ ただし、一般企業就労者は対象となりません。

市内在住の精神障害者保健福祉手帳を保持している方

市内在住の、満１８歳未満の児童がいるひとり親世帯

市内在住の生活保護世帯、またはそれに準ずる世帯

市内の民間社会福祉施設の歳末事業

※一人の対象者が複数の対象基準に該当する場合、いずれか一つの対象基準をもって申請するものと
します。
※ 配分額は、募金の実績により配分上限額に満たないことがあります。

配分対象者（申請のできる人・世帯） 配分上限額

ひとりにつき　　３，０００円

ひとりにつき　　３，０００円

ひとりにつき　　３，０００円

ひとりにつき　　３，０００円

１世帯につき　　３，０００円

１世帯につき　　３，０００円

１施設につき　３０，０００円

結婚相談

心配ごと総合相談

11月は青少年
健全育成強調月間です。
大人が手本となって社会のルール
やマナーを守り、健やかな少年を
育てましょう。
少年に関する悩み事は・・・
米原市少年センターへどうぞ
1 ５４－５０００

相談日 会　場

11月14日(火)

11月21日(火)

11月28日(火)

12月05日(火)

三島荘（池下）

ゆめホール（三吉）

愛らんど（春照）

やすらぎハウス（顔戸）

放課後児童クラブの平成19年度入会申込受付について
●入会申込の受付：11月27日（月）～12月８日（金）を予定
※くわしくは広報まいばら11月15日号でお知らせします。■問 こども課1 55－8104
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秋たけなわ、行楽のシーズンです。
どこかへ出かけてみませんか。米原
市には、多くの史跡があります。こ
のたび、米原観光ボランティアガイ
ド協会では、マイクロバスで「京極
氏」のゆかりの地をご案内します。
興味のある方なら、どなたでも参加
できます。
ハイキング気分でお気軽にご参加

ください。
日時s11月23日（木・祝）9時～15時
※小雨決行 [予備日11月26日（日）]
集合場所sルッチプラザ南側駐車場
参加費s1,000円（拝観料・保険料等）

※当日徴収
持ちものs弁当・水筒

雨具・筆記用具等
定員s20人（定員になり次第締切）
案内説明s米原観光ボランティアガイド
申込締切s11月10日（金）
■問 市　商工観光課（伊吹庁舎）
1 58-2227 5 58-1197

子どもたちが、様々な創作体験活
動にチャレンジできる13のブースが
勢ぞろい。竹とんぼや、水鉄砲など
昔のおもちゃづくりやお菓子屋さん
体験などもあるよ!!
日時s11月３日（金・祝）

10時～14時　＜雨天決行＞
会場sすぱーく米原（入江）
参加費s無料
■問 第13回ふれあいの里フェスティバ
ル実行委員会事務局（村川）
1 52‐0294

「出会う人に明るさを与えられる人
間でありたい」を信条に全国を駆ける
福岡県　南蔵院住職　林 覚乗 氏が生
きることの大切さを問いかけます。
日時s11月10日（金）14時～15時10分
会場s伊吹薬草の里文化センター
入場料s無料（要整理券）
※整理券は伊吹・山東の商工会で配布
■問 伊吹商工会 女性部　1 58‐1311
山東商工会 女性部 1 55‐2688

日時s11月25日（土）
13時30分～16時30分

会場s臨湖（長浜勤労者総合福祉センター）
内容s「センゴク」作家・宮下英樹
氏と語る戦国合戦
参加受付s整理券を配布します。

（先着100人程度）
参加費s無料
■問 一豊・千代キャンペーンイベント
実行委員会（曳山博物館内）
1 65-3300 5 65-3440

日時s11月16日（木）
10時～11時30分

場所s和ふれあいセンター
■問 和ふれあいセンター
1 52-2232 5 52-8535

ものづくり・体験活動いっぱい
ふれあいの里フェスティバル

林　覚乗
かくじょう

氏　講演会
命を咲かせる　～自分が好きですか～

北近江一豊・千代博覧会
フィナーレ協賛イベント
リアルセンゴク
「戦国合戦の真実と虚構を語る」中世の雄・京極氏ゆかりの

地をたずねてみませんか？

親子人形劇
“オンボロボット”

ごみの出し方を
守りましょう

中身が入ったままのカセッ
トボンベやスプレー缶をその
ままの状態でゴミに出すと、
ごみ収集車への積み込み作業
中に、ガスが漏れ、爆発・炎
上し、人命に関わる重大事故
につながる恐れがあります。
これらを排出する際は必ず

最後まで使いきり、缶に穴を開けてからごみ集積所に出して
ください。
●安全に穴を開ける方法
・風通しのよい屋外で、噴射口からシューという音がしなく
なるまで出し切ってしまい、中身が空である事を確認して
ください。また、カセットボンベの場合は先端部分を下に
し、石やコンクリート等の固いところにおしつけると、中
身をカラにする事ができます。

・穴を開ける部分は顔から遠ざけ、近くに人がいないことを
確認してください。

・穴を開ける際は、火花が散るような強い衝撃を与えないよ
うにしましょう。ホームセンター等で穴を開ける道具も販
売されています。これらを利用するとより安全に作業がで
きます。

■問 市　環境保全課（伊吹庁舎）1 58ー2230 5 58ー1630

使い終わったカセットボンベや
スプレー缶には穴を開けてから

11月12日～25日は
「女性に対する暴力をなくす運動期間」

です
夫・パートナーからの暴力、性犯罪、セクシュア

ル・ハラスメント、ストーカー行為などの女性に対
する暴力は、人権を著しく侵害するものであり、決
して許されるものではありません。この運動期間を
きっかけに、女性に対する暴力について考え、暴力
のない社会づくりを進めましょう。

暴力などに関するご相談は…
・人権協働課　152-6629
・米原市男女共同参画センター　　　　

154-2444
・Ｇ―ＮＥＴしが　

10748-37-8739
・女性の人権ホットライン　　

10570-070-810

子どもが異物を
飲み込んだときの対応110番
●大阪中毒110番（365日　24時間対応）
1 072-727-2499
●つくば中毒110番（365日　9時～21時対応）
1 029-852-9999
●タバコ専用電話（365日　24時間対応、
音声ガイダンスによる情報提供）
1 072-726-9922

無料電話相談
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心の健康づくり講演会
“今、こころの時代”
「ストレスを感じた時の心のケア」

自衛隊生徒募集

滋賀防災無線クラブ
メンバー募集
～無線ボランティアに参加しませんか？～

米原市ひとり暮らし高齢者等除雪支援事業
「雪下ろし有償ボランティア」を募集

ひとり暮らし高齢者世帯など、自力での除雪が困難な世帯の安全な暮ら
しを守るため除雪支援事業を実施します。市では、“屋根の雪下ろし”にご
協力いただける有償ボランティアを募集します。
応募視資格s20歳以上で市内在住または在勤の方
事業期間s12月１日～平成19年３月31日まで
委託金額s3,000円／1人1時間あたり
■問 市　高齢福祉課（山東庁舎） 1 55-8103 5 55-8130

「米原市環境基本計画策定委員会」委員を募集
内容s環境保全に関する基本的事項の調査、審議（年2～3回、平日に開催）
募集人数s4人　任期s基本計画策定が完了するまで
報酬s委員会への出席に対し、市の規程による報酬をお支払します。
応募資格s米原市在住または在勤で、満20歳以上の方
応募方法s市役所各庁舎自治振興課窓口にある「米原市環境基本計画策定
委員　応募申込書」に必要事項を記入の上、下記まで応募してください。
応募期間s11月17日（金）必着
■問 市　環境保全課（伊吹庁舎） 1 58-2230 5 58-1630
Ｅメール kankyou＠city.maibara.shiga.jp

うつ
・ ・

は「こころの風邪」と言われ
るほど、多くの人が経験する病気で
す。あなたが、いきいきと暮らして
いくために、こころの健康のこと、
ちょっと考えてみませんか。
日時s12月５日（火）

13時30分～15時30分
場所s米原地域福祉センター

「ゆめホール」
講師s中部学院大学大学院　

人間社会学研究科教授　
吉川
き っ か わ

武彦
た け ひ こ

氏
＜事前申込み・参加費不要＞
■問 市　健康づくり課（山東庁舎）
1 55-8105 5 55-8130

応募資格s中学校卒業（見込み含）
15歳以上17歳未満

受付期間s11月1日（水）
～平成19年1月9日（火）

試験日s平成19年1月13日（土）
採用予定数s陸上自衛隊約250人／海
上自衛隊約50人／航空自衛隊約50人
■問 自衛隊彦根地域事務所
1 0749-26-0587
http://www.shiga.pco.jda.go.jp

アマチュア無線による、市の災害
時情報ネットワークづくりに参加で
きるボランティアの方を募集してい
ます。
アマチュア無線は災害時のみでな

く、国内外や宇宙ステーションとも
交信することができ、趣味として年
齢や活動の分野を問わず、人気です。
資格取得や開局もお手伝いします。
みなさんの参加をお待ちしています。
締め切りs11月30日（木）
募集対象s米原市内在住または在勤
の方（免許の有無は問いません）
会費s無料
■問 滋賀防災無線クラブ事務局（西村）
1 52-0756
または市 防災安全課（近江庁舎）
1 52-6630 5 52-6930

●年金受給者のみなさんへ　現況届の提出が不要に！

社会保険庁では、年金受給者の方の年金受給手続きの簡素化を進めるため、
住民基本台帳ネットワークシステムを活用して受給者の方の現況確認を行い
ます。これにより、これまで年金受給者の方から毎年１回、誕生月に提出い
ただいていた「年金受給権者現況届」の提出が不要になります。対象となる
のは、12月生まれの方からです。
※ただし、次の方は引き続き「年金受給権者現況届」の提出が必要です。
・外国人（外国人登録）の方
・外国に居住している方
・社会保険庁で保有している本人基本情報と住民基本台帳ネットワークシス
テムの情報が相違し、住民票コードの収録ができていない方　

なお、加給年金を受給されている方には「生計維持確認書」の提出が、障害
基礎年金を受給されている方には社会保険庁から送付する「診断書」の提出が
必要です。

●国民年金保険料は社会保険料控除の対象です

国民年金保険料は、所得税や市県民税を算出する際に、全額が社会保険料控
除の対象として課税所得から差し引かれます。控除の対象となるのは本年１月
から12月までに納められた保険料の合計です。
過去に納め忘れていた期間や免除を受けていた期間の保険料を納めた場合、

また家族の保険料を納めた場合も控除の対象となります。年末調整や確定申告
の際には、社会保険庁が発行する「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
または領収証書が必要です。
「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」は、本年１月から９月までに国
民年金保険料の納付がある方に対し、11月上旬に社会保険庁から発送されます。

●お問い合わせ
■国民年金保険料に関することは…

滋賀社会保険事務局彦根事務所 国民年金業務課　10749-23-1114
■年金給付、年金相談に関することは…

滋賀社会保険事務局彦根事務所 年金給付課　　　10749-23-1116

11月は「ねんきん月間」です
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実施日s11月9日(木)･22日(水)
19時まで延長

実施窓口s市役所各庁舎窓口
※毎月第2･第4木曜日(祝日の場合は
前日の水曜日)に延長窓口を開設し
ています。
《取り扱い業務》
・住民票･印鑑証明･戸籍証明の発行
・印鑑登録申請
・税に関する証明書の発行
・税金の納付
・125cc以下のバイクの登録
・米原市ナンバー(旧町ナンバー含む）
の廃車申告
・臨時運行許可業務
■問 市　市民窓口課
1 52-6927 5 52-4539

持ちものs献血手帳（お持ちの方）、
免許証または保険証
（本人確認ができるもの）

対象者s16歳～69歳までの方（※65
歳以上の方は、60歳から64
歳の間に献血経験が必要）

■問 市　健康づくり課（山東庁舎）
1 55-8105 5 55-8130

開催日s11月28日（火）
開催時間s10時～12時（長浜市内の方）
13時30分～15時30分（米原市内・
伊香郡内・東浅井郡内の方）
開催場所s米原公民館大ホール
持ちものs事前にお送りした書類
■問 長浜税務署　1 62－6144

①警備技能講習会
対象者s県内在住の55歳から68歳ま

での方で、再就職希望者
会場s大津市・連合会セミナー室
講習期間s11月27日（月）～12月1日
（金）全５日間　13時～16時30分
※最終日は合同面接会あり
申込締切s11月16日（必着）
②ガイドヘルパー講習会
視覚障害者・全身性障害者外出介護
従業者の「資格」を取得します。
対象者s県内在住の55歳から65歳ま
で方で、訪問介護員あるいは居宅介
護従業者２級又は３級の資格取得者
会場s大津市・連合会セミナー室
講習期間s12月12日（火）～20日
（水）全７日間　９時～16時
申込締切s11月30日（必着）
①②とも……………………　
定員s20名（超過のときは、抽選）
費用s無料・教材は支給
■申・■問 （社）滋賀県シルバー人材セ
ンター連合会
〒520-0051 大津市梅林1－3－10
1 077-525-4128
5 077-527-9490

日時s11月23日（木・祝）
13時30分～15時10分

講師s早稲田大学大学院ファイナン
ス研究科　野口悠紀雄氏

会場s滋賀県立文化産業交流会館　
参加費s無料（先着200人）
■申・■問 滋賀県金融広報委員会事務局
（滋賀県県民生活課内）
1 077-528-3412
5 077-528-4840

毎日の暮らしの中で、どのような
ことに心がければ認知症予防につな
がるのでしょうか。
認知症予防に関する地域での支え

合いについて具体的な取り組み事例
などを紹介します。
日時s11月26日（日）

13時30分～16時
会場s長浜文化芸術会館大ホール
講師s東京都老人総合研究所

認知症対策室研究員
宇良
う ら

千
ち

秋
あ き

氏
内容s講演「今日からできる認知症
予防」／パネルディスカッション
「地域で取り組む認知症予防活動」
定員s460人（先着順）
受講料s無料
締切s11月17日（金）
申込方法s電話・ＦＡＸ等で下記まで。
■問 長浜米原東浅井介護認定審査室　
1 65-1145 5 68-0263

金融経済講演会
「日本経済のゆくえ

ーいかにして未来を切り開くかー」

再就職・就業を目指す
シニアのための講習会 第３回福祉のまちづくり講座

─認知症予防への取り組み─

11月の窓口業務・
事務延長のご案内

源泉徴収義務者のみなさまへ
平成18年分年末調整説明会

愛の献血にご協力を

車のことなら
全てお任せください

〒521-0314 滋賀県米原市春照658-6  TEL.0749-58-0250(代)
FAX.0749-58-0556

「広報まいばら」「市公式サイト」への
広告掲載に関するお問い合わせは
市　情報政策課 152－6627へ…

※広報については、平成19年３月号まで予約がいっぱいです。
４月号以降の受付は平成19年２月に１年度分のお申込み受付を
行う予定です。ぜひご利用ください。

◎広報　広告掲載料金：１枠　15,000円
（13,300部発行・市内全戸配布）

◎公式サイト　広告掲載料金：１枠・１月 10,000円
（アクセス数　月平均18,000件）

広　告

米原げんき
ステーション

11月27日（月）
14時～15時30分

11月29日（水）
10時～11時30分

11月29日（水）
13時30分～15時30分

山東庁舎

近江保健
センター

11月９日～15日　
全国一斉・
秋の火災予防運動

火災が発生しやすい季節がやってきます。火災から尊い生命や財産を守
るため、一人ひとりが「火の用心」に心掛けましょう。
この運動期間にあわせ、消防本部では、様々な広報活動や消防訓練、事

業所や危険物施設への立入検査、住宅防火診断などを実施します。

防火ふれあい広場を開催！
●と　き　11月９日（木）
●ところ　山東幼稚園
■問 湖北地域消防本部 予防課　
1 62-0444 5 62-2119

消さないで あなたの心の 注意の火。
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